
４．　「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）

４．１　アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）衰退

　コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティヌス朝イスラーム帝国の衰退１世即位後、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるサーサーン朝イスラーム帝国の衰退ペルシャは「銀の帝国」であるは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すがはじまり、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すに順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す形成して交易が増大すして交易が増大す交易が増大すが増大すす
るが、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁サーサーン朝イスラーム帝国の衰退ペルシャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大すキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すゾロアス朝イスラーム帝国の衰退ター教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）裁
定に委ねた。に委ねた。ねた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だがアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）場合、版図内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが併存している。官僚機構や統して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である官僚機構や統統
治機構を形成して交易が増大すサーサーン朝イスラーム帝国の衰退ペルシャは「銀の帝国」である型に統合しても財貨を金貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウに統合して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに一元すれば混乱が生じる。結局、ウすれば混乱が生じる。結局、ウ混乱が生じる。結局、ウが生じる。結局、ウじる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である結局、ウ
マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退同様、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨鋳造を形成して交易が増大すした金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨が発行する。して交易が増大すカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨が最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁＝交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すレート教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す定に委ねた。める責務がカリフにある。カリフの下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複がカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨にある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複
本位制を発明した。を形成して交易が増大す発明した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。する者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力が財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるこの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）権利は絶大で、支配者の力は絶大すで、支配者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）力
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）源泉である。他方、「財貨を最初に使用する」権利の下で財貨の質が均質化し、財貨＝貨幣の制度的である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、「財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）質が均質化し、財貨＝貨幣の制度的が均質が均質化し、財貨＝貨幣の制度的化し、財貨＝貨幣の制度的し、財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）制を発明した。度的
側面が強固になる）が強固になる）になる）

　当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）メソポタミアや統イラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）イラン東北部とアフガニスタン西北部、およとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すアフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ガニス朝イスラーム帝国の衰退タン西北部とアフガニスタン西北部、およ、およ
びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マート教会とゾロアスター教会の裁ルクメニス朝イスラーム帝国の衰退タン南部とアフガニスタン西北部、およとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すパキス朝イスラーム帝国の衰退タン北部とアフガニスタン西北部、およ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアム帝国の衰退川以西を形成して交易が増大す「ホラーサーン」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、アム帝国の衰退川以東を形成して交易が増大す「マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるー
ワラーアンナハル」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、場合もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ある）では、おそらく商慣習として、商慣習として、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す、２０ミス朝イスラーム帝国の衰退カール（約８５グラム）のグラム帝国の衰退）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）純
金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す２００ディルハム帝国の衰退（約５グラム）の９５グラム）のグラム帝国の衰退）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）純銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが成して交易が増大す立していた。すなわちして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、重さを基準にしたさを形成して交易が増大す基準にしたにした純金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す純
銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す比は１：７であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるこの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）商慣習として、にしたがい、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だが、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは鋳造を形成して交易が増大すする場面が強固になる）で異物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０が混ざる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である純銀の帝国」である１００パーセント教会とゾロアスター教会の裁銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）鋳造を形成して交易が増大すは可能であるが、純金１０であるが、純金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０
０パーセント教会とゾロアスター教会の裁金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）鋳造を形成して交易が増大すは困難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそこで、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すレート教会とゾロアスター教会の裁が１：６．５グラム）のになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である妥当で十分信
頼できるこの比価＝交換レートはヨーロッパや中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すできるこの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁＝交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すレート教会とゾロアスター教会の裁はヨーロッパや統中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すアジアにもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すし、他方、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す具現す
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す「ただの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が等価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるあるいは、外見や種類と無関係に重さが銀貨の価値になや統種類と無関係に重さが銀貨の価値になとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す無関係に重さが銀貨の価値になに重さを基準にしたさが銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁値になにな
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的はイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、での中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す発行する。を形成して交易が増大す可能であるが、純金１０にし、
帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）分割統治を形成して交易が増大す促進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はじまりは７７０年頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退はハールーン・ラシー
ド（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位７８６～８０９年）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに全盛期を形成して交易が増大す迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、北アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リカとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すイドリース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退が
誕生じる。結局、ウし、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）統治形態が分割統治に移行する。イドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行しが分割統治に移行する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイドリース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退は独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。し
た（ちなみに、ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退＝後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退がイベリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をに残存している。官僚機構や統して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す
鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。した）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ハールーン・ラシードの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退で内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウが勃発する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウを形成して交易が増大す征圧してカリフのして交易が増大すカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
座を得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝たマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアム帝国の衰退ーンは内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウ征圧してカリフのに尽力したターヒルにイリ川以西およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーホラーサーン地方での中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）新王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退＝
ターヒル朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）樹立していた。すなわちを形成して交易が増大す認める。める。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアム帝国の衰退ーンがバグダードで「知恵の館」を建て、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）館」を建て、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す建て、て交易が増大す、古代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がギリシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）哲学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統自の銀貨を鋳造して発行し然学や自然学、ストア哲学や新プラトン、ス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁ア哲学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統新プラト教会とゾロアスター教会の裁ン
主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す庇護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。したことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼自の銀貨を鋳造して発行し身、ユークリッド幾何学や自然学、ストア哲学や新プラトンに精通していたらしい。して交易が増大すいたらしい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアム帝国の衰退ーンの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退は内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウが多発して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアム帝国の衰退ーンの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、カ
リフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に即位したム帝国の衰退ウタス朝イスラーム帝国の衰退ィム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウが絶え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すがなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、メソポタミア以西（シリアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すパレス朝イスラーム帝国の衰退チ
ナ、エジプト教会とゾロアスター教会の裁等）でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁新王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退＝ト教会とゾロアスター教会の裁ゥールーン朝イスラーム帝国の衰退が誕生じる。結局、ウし、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）分割統治がさらに進した。展する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ム帝国の衰退ウタス朝イスラーム帝国の衰退ィム帝国の衰退はバグダードを形成して交易が増大す凌ぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも巨大す都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるッラーを形成して交易が増大す建て、設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもして交易が増大す遷都する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である「知恵の館」を建て、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）館」を建て、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁
サーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるッラーに移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるッラー建て、設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す遷都を形成して交易が増大す行する。ったアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退は財政難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信に陥り、り、
その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ム帝国の衰退タワッキルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がにダマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるス朝イスラーム帝国の衰退カス朝イスラーム帝国の衰退に一時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ遷都する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ム帝国の衰退タワッキルは原理主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力で、異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵や統異教を形成して交易が増大す弾圧してカリフのした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるおそらく商慣習として、、ム帝国の衰退タワッキルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信を形成して交易が増大す逃れた「知恵れた「知恵の館」を建て、
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）館」を建て、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちがタブ朝とイドリース朝がリーズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、に移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるム帝国の衰退タワッキルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、歴代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨がバグダードで暮
らすようになるが、「知恵の館」を建て、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）館」を建て、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は復興しなかった。しなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（１３世紀にカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨を形成して交易が増大す殺害したモンゴル軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲したモンゴル軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がバグダードもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲して交易が増大す「知恵の館」を建て、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）館」を建て、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲し、古代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がギリシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）哲
学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統自の銀貨を鋳造して発行し然学や自然学、ストア哲学や新プラトンの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）文献を破棄した、と論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）を形成して交易が増大す破棄した、と論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）した、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）がいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが史実は異なる）は異なる）

　９世紀後半、ヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。アクーブ朝とイドリース朝がとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいう人物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０あるいは集団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリがターヒル朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す打倒してサッファール朝を樹立し、イリして交易が増大すサッフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァール朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す樹立していた。すなわちし、イリ
川以西を形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーする（ヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。アクーブ朝とイドリース朝がは出自の銀貨を鋳造して発行しが不明した。で、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーであったか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ否かも不明である）。ヤアクーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁不明した。である）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。アクー
ブ朝とイドリース朝がはホラーサーン地方もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーし、バグダードに侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退はヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。アクーブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがを形成して交易が増大す阻止するがするが、
その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後サッフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァール朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す打倒してサッファール朝を樹立し、イリしたナス朝イスラーム帝国の衰退ル・イブ朝とイドリース朝がン・アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるドがホラーサーンおよびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーイリ川以西でサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン
朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す樹立していた。すなわちし、「アミール（王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



（イリ川はバルハシ湖に注ぐ川であるが、ふつう、「イリ川以西」はアラル海からバルハシ湖までの地域とに注ぐ川であるが、ふつう、「イリ川以西」はアラル海からバルハシ湖までの地域とぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも川であるが、ふつう、「イリ川以西」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はアラル海からバルハシ湖までの地域とか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらバルハシ湖に注ぐ川であるが、ふつう、「イリ川以西」はアラル海からバルハシ湖までの地域とまでの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地域ととペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
アラル海からバルハシ湖までの地域とに注ぐ川であるが、ふつう、「イリ川以西」はアラル海からバルハシ湖までの地域とぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもアム帝国の衰退川とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すシル川に囲まれた地域、すなわちマーワラーアンナハルを含む。以後、イリ川かまれた地域と、すなわちマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーワラーアンナハルを形成して交易が増大す含む。以後、イリ川かむ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である以後、イリ川か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ
らアム帝国の衰退川までの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地域とを形成して交易が増大す「ト教会とゾロアスター教会の裁ランス朝イスラーム帝国の衰退オクシアナ」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、）

　サーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、ナス朝イスラーム帝国の衰退ル・イブ朝とイドリース朝がン・アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるドの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、２代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が目アミールアミール
に即位したイス朝イスラーム帝国の衰退マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーイールがアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら徴税権＝イクターを形成して交易が増大す獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、サーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退は
アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら独立していた。すなわちする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退や統ト教会とゾロアスター教会の裁ゥールーン朝イスラーム帝国の衰退、アグラブ朝とイドリース朝が朝イスラーム帝国の衰退や統
イドリース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になは良好であったが、財貨発行の独占を喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）であったが、財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す発行する。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）独占を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）したアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退は衰退する（コラム帝国の衰退１６）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（サマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルカンドとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すブ朝とイドリース朝がハラが巨大す都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも化し、財貨＝貨幣の制度的したの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退期である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ、サマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルカンドもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ブ朝とイドリース朝がハラもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ウズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮
ベキス朝イスラーム帝国の衰退タン共和国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）古都とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す栄えている。ちなみに、スルターン＝君主の称号が誕生するまで、アミーえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみに、ス朝イスラーム帝国の衰退ルターン＝君主の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）称号が誕生するまで、アミーが誕生じる。結局、ウするまで、アミー
ルは「王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるス朝イスラーム帝国の衰退ルターン後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退世界では「将軍」を意味する）では「将軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）する）

　１０世紀初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨頭、エジプト教会とゾロアスター教会の裁でト教会とゾロアスター教会の裁ゥールーン朝イスラーム帝国の衰退が滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーイフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨シード朝イスラーム帝国の衰退が誕生じる。結局、ウする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、北アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リカの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）チュニジア
でフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す樹立していた。すなわちしたウバイドゥッラーがアグラブ朝とイドリース朝が朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す打倒してサッファール朝を樹立し、イリする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるウバイドゥッラーはイドリース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁打
倒してサッファール朝を樹立し、イリする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す「シーア派カリフ」を称した。カリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す称した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　９６９年、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退４代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨・ム帝国の衰退イッズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）治世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で、奴隷軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲人ジャは「銀の帝国」であるウハルがエジプト教会とゾロアスター教会の裁に進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲し、アレ
クサンドリアを形成して交易が増大す陥り、落する。その後ジャウハルはイフシード朝を攻略して新都カイロを建設する。ムイッズはする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ジャは「銀の帝国」であるウハルはイフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨シード朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するが略して新都カイロを建設する。ムイッズはして交易が増大す新都カイロを形成して交易が増大す建て、設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるム帝国の衰退イッズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮は
カイロに遷都し、他方、ジャは「銀の帝国」であるウハルはエルサレム帝国の衰退を形成して交易が増大す陥り、落する。その後ジャウハルはイフシード朝を攻略して新都カイロを建設する。ムイッズはして交易が増大すパレス朝イスラーム帝国の衰退チナもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁征服する。すなわち、メソポタミアする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、メソポタミア
以東が独立していた。すなわちし、シーア派カリフ」を称した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退がメソポタミア以西を形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーして交易が増大す支配した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウろうじて交易が増大すバグダードが
残りアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁残ったが、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退は瓦解する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮ィヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。ール朝イスラーム帝国の衰退や統ブ朝とイドリース朝がワイフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨朝イスラーム帝国の衰退がメソポタミアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すイラン高原を形成して交易が増大す支配し、カラハン朝イスラーム帝国の衰退や統ガズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮ナ朝イスラーム帝国の衰退がト教会とゾロアスター教会の裁ランス朝イスラーム帝国の衰退
オクシアナ地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すホラーサーン地方を形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退はバグダード周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、を形成して交易が増大す支配する小国の衰退になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
１１世紀中頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、セルジューク朝イスラーム帝国の衰退がイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退を形成して交易が増大す一時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ再現するが、ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退＝イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー邦国の衰退家がいる。だが史実は異なる）
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ立していた。すなわちは止するがまなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、東ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である帝国の衰退＝ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すサーサーン朝イスラーム帝国の衰退ペルシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すで金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが行する。われて交易が増大すい
た時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がにおいて交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す比は一定に委ねた。で、両替は等比交換であったと考えられるが、アッバースは等比交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すであったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨られるが、アッバース朝イスラーム帝国の衰退
朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。を形成して交易が増大す発明した。した場面が強固になる）でそれが固になる）定に委ねた。化し、財貨＝貨幣の制度的する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的し、世
界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す手段になり、金貨が決済手段になる。になり、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが決済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す手段になり、金貨が決済手段になる。になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的した銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが生じる。結局、ウ成して交易が増大すし、経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すに位相構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す形成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、
経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すが貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝位相構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）二重さを基準にした構造を形成して交易が増大すになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアし、
金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すや統銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である利は絶大で、支配者の力が生じる。結局、ウじるようになるが、筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはでは、この中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大すきな変化し、財貨＝貨幣の制度的の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中心的役割を形成して交易が増大す担ったのはったの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は
ギリシャは「銀の帝国」である化し、財貨＝貨幣の制度的した東ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である帝国の衰退、すなわち「ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（ちなみに、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銀の帝国」である本位制を発明した。、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である本位制を発明した。を形成して交易が増大す同じもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）であるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ように論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力や統エコノミス朝イスラーム帝国の衰退
ト教会とゾロアスター教会の裁がいるが、間に順序構造を形成して交易が増大す違っている。三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異なって交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異なつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「本位制を発明した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が誕生じる。結局、ウした時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ期に大すきなズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮レがあり、時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が背景が大きく異なが大すきく商慣習として、異な
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。は貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で誕生じる。結局、ウし、商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）生じる。結局、ウ成して交易が増大すを形成して交易が増大す促進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である本位制を発明した。は商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で
誕生じる。結局、ウし、市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも場経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）生じる。結局、ウ成して交易が増大すを形成して交易が増大す促進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である本位制を発明した。は市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも場経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で誕生じる。結局、ウし、資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）拡大すを形成して交易が増大す
促進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）変動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、相場制を発明した。＝管理通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す制を発明した。は資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で誕生じる。結局、ウし、社会とゾロアスター教会の裁主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）生じる。結局、ウ成して交易が増大すを形成して交易が増大す促進した。
して交易が増大すいる、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しれない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、変動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、相場制を発明した。だけが「管理通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す制を発明した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は、２０２０年
代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す制を発明した。度の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）改変が生じる。結局、ウじる、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す予想する）する）



コラム帝国の衰退１６：　世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す封建て、制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）誕生じる。結局、ウ

　本文で述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すイドリース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退は独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるおそらく商慣習として、、アグラブ朝とイドリース朝が
朝イスラーム帝国の衰退や統ターヒル朝イスラーム帝国の衰退、ト教会とゾロアスター教会の裁ゥールーン朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すそれらム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になは良好であったが、財貨発行の独占を喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）であったが、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退カリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨は「最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）独占を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　サーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。したが、それだけではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーン朝イスラーム帝国の衰退はアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ
ら徴税権を形成して交易が増大す獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝して交易が増大す事実は異なる）上独立していた。すなわちして交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す発行する。を形成して交易が増大す容認める。し、徴税権まで譲渡したアッバースしたアッバース朝イスラーム帝国の衰退
朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退は衰退するが、他方、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）分散鋳造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す分散発行する。が銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す促進した。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
そして交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるがユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）共通していたらしい。財になり、奴隷貿易が増大すがはじまる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁中部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、そして交易が増大す東部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるが等価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁な財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すになるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は１０世
紀後半である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すおよびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー銀の帝国」であるを形成して交易が増大す基準にしたにして交易が増大す人類と無関係に重さが銀貨の価値にな史を形成して交易が増大す考えられるが、アッバース察すると、ディオクレティアヌスが新銀するとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す、ディオクレティアヌス朝イスラーム帝国の衰退が新銀の帝国」である
貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。した頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー（あるいはコンス朝イスラーム帝国の衰退タンティヌス朝イスラーム帝国の衰退１世が新金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。した頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー）か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位
制を発明した。を形成して交易が増大す「発明した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）する８世紀後半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまでを形成して交易が増大す「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）出現期、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるが世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すになる１０世紀後半
までを形成して交易が増大す「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）突破期、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいうふうに区分できる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す無視できない。ユーラシア大陸東西で封建制が確立するのは１０世紀後半頃で、中できない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるユーラシア大す陸東西で封建て、制を発明した。が確立していた。すなわちするの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は１０世紀後半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーで、中
世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。は１２世紀後半～１３世紀前半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまで続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す、「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）突破期は１２世
紀後半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまで続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世いたとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るほうが妥当である（ちなみに、物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁１２世紀後半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまで残る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である日本で
は幕末まで残る）。まで残る）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　封建て、制を発明した。は身分制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す恩貸地制を発明した。が複合した統治制を発明した。度であるが、中世帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す「輸入」した亜周辺」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）した亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、
が封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）に変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。は１２世紀後半～１３世紀前半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーに消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアするが、亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、で封
建て、制を発明した。が続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である地域と差は大きいが、ヨーロッパの封建制は概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。は大すきいが、ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。は概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。ね１６世紀後半～１７世紀前半頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまで続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世いた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。に同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である日本では、鎌倉時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す室町時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが封建て、制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ
代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である戦国の衰退時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がは微妙であるが、江戸時代を封建制の時代に含めることはできない。筆者の認識でであるが、江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がを形成して交易が増大す封建て、制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに含む。以後、イリ川かめることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはできない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはで
は、江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）日本は幕藩体制を発明した。下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権体制を発明した。を形成して交易が増大す確立していた。すなわちし、封建て、制を発明した。か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら脱却していた。それでも江戸時して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ
代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）日本が封建て、的で分権的であるように見や種類と無関係に重さが銀貨の価値になえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は、準にした国の衰退教＝儒教下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で身分制を発明した。＝士農工商が存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およし、
物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣＝コメが残存している。官僚機構や統して交易が増大すいたか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはでは、コメは概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。ね地域と通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割を形成して交易が増大す担ったのはって交易が増大すいた）

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、が中世帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す「輸入」した亜周辺」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）したとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）は少ない。歴史家の多くが、封建ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である歴史家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）多く商慣習として、が、封建て、
制を発明した。を形成して交易が増大す亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）オリジナルな制を発明した。度であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は少ない。歴史家の多くが、封建数派カリフ」を称した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨を形成して交易が増大す支持したい。封建制したい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である封建て、制を発明した。
は中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）産物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、が封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す「輸入」した亜周辺」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　中世帝国の衰退で封建て、制を発明した。が誕生じる。結局、ウした経緯は後述するが、「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀は後述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブするが、「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）突破期前半（８世紀後半～１０世紀
後半）は奴隷貿易が増大すが活発化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが肥大すし、荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央が巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的した時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁が中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す
銀の帝国」である行する。が存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およしない時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）番人」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割を形成して交易が増大す担ったのはった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるが帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）統治制を発明した。度か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら世界では「将軍」を意味する）制を発明した。
度＝世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに進した。展する。した場面が強固になる）で「財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）番人」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が不要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）制を発明した。定に委ねた。＝立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執行する。
＝行する。政を形成して交易が増大す有する「立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）になり、立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行権が突出して交易が増大す司法の制定＝立法と法の執行権を形成して交易が増大す凌ぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも駕する。その後国教会は「法の番人」のする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後国の衰退教会とゾロアスター教会の裁は「法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）番人」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
役割を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）教会とゾロアスター教会の裁や統寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のに「法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）番人」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割が残る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である封建て、制を発明した。下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁や統諸侯は法のは法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
執行する。権＝行する。政権を形成して交易が増大す有したが、いく商慣習として、つか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）例外を形成して交易が増大す除けば、法の制定権＝立法権を有する「立法者」として君けば混乱が生じる。結局、ウ、法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）制を発明した。定に委ねた。権＝立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行権を形成して交易が増大す有する「立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す君
臨する場面がない。亜周辺で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなする場面が強固になる）がない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなを形成して交易が増大す担ったのはった国の衰退教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）司教や統司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなたちは、慣習として、法の制定＝立法と法の執行や統過去の判例に従いなの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いな例に従いないな
がら判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いな決を形成して交易が増大す下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複した（慣習として、法の制定＝立法と法の執行に修正を施して判決を下す場面もあった）。を形成して交易が増大す施して判決を下す場面もあった）。して交易が増大す判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いな決を形成して交易が増大す下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複す場面が強固になる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



４．２　ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封

　すでに述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、７９７年に即位した女帝エイレーネーはイコノクラス朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退を形成して交易が増大す弾圧してカリフのしたが、他方、減税を形成して交易が増大す
実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。して交易が増大す民意を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝ようとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ためビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は再度財政危機に陥り、る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　８０２年、財務がカリフにある。カリフの下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複長官ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退＝ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退１世がエイレーネーを形成して交易が増大す廃位して交易が増大す帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇統がイ
サウリア朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらアモリア朝イスラーム帝国の衰退に変遷し、政体が安定に委ねた。する（歴史家がいる。だが史実は異なる）たちは、ミカエル２世が即位した８２０年にビ
ザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇統がイサウリア朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらアモリア朝イスラーム帝国の衰退に変遷したとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じて交易が増大すいるが、ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退１世が帝位を形成して交易が増大す簒
奪した。皇統がイした８０２年に変遷したとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るほうが妥当である）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　アモリア朝イスラーム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はシチリア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すクレタ島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）う。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるシチリア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ取したのはアッバース朝イスしたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退
ラーム帝国の衰退帝国の衰退下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アグラブ朝とイドリース朝が朝イスラーム帝国の衰退で、クレタ島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ取したのはアッバース朝イスしたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）反乱が生じる。結局、ウ分子である。また、アナトリアである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、アナト教会とゾロアスター教会の裁リア
半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）拠点都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもを形成して交易が増大すいく商慣習として、つか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲される場面が強固になる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ように版図内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統で王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退が乱が生じる。結局、ウ立していた。すなわちする場面が強固になる）がない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
アモリア朝イスラーム帝国の衰退期もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ユーフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ラテス朝イスラーム帝国の衰退川上流以西は概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。ね安泰で、ビザンツ軍がアッバース朝ムスリム軍を押し返すで、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す押し返すし返すす
場面が強固になる）さえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央が巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的し、自の銀貨を鋳造して発行し由農民が減少ない。歴史家の多くが、封建する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイサウリア朝イスラーム帝国の衰退は、イコノクラス朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で教
会とゾロアスター教会の裁や統修道院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央を形成して交易が増大す皇帝直属領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー化し、財貨＝貨幣の制度的し、財政危機を形成して交易が増大す一時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ克服する。すなわち、メソポタミアしたが、減税後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）増税は容易が増大すでない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそこで、
アモリア朝イスラーム帝国の衰退は小作農や統奴隷か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁人頭税を形成して交易が増大す徴税する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は民衆のほぼ全員が納税する帝国にの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ほぼ全員が納税する帝国に全員が納税する帝国にが納税する帝国の衰退に
なり、おそらく商慣習として、それが衰退に歯止するがめを形成して交易が増大すか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウける。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（イサウリア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）徴税は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である納であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアモリア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である納を形成して交易が増大す継承する。小作農する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である小作農
や統奴隷か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁人頭税を形成して交易が増大す徴税した９世紀の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした可能であるが、純金１０性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、
徴税形態が分割統治に移行する。イドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行しとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣形態が分割統治に移行する。イドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）変遷に同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時があり、歴史家がいる。だが史実は異なる）たちはあまり論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じないが、物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアは歴史
上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す事件である。筆者の考えでは、物品貨幣の消滅が経済空間に位相構造＝商品経済が生じる必要である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨では、物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアが経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すに位相構造を形成して交易が増大す＝商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが生じる。結局、ウじる必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行
条件である。筆者の考えでは、物品貨幣の消滅が経済空間に位相構造＝商品経済が生じる必要で、世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）形成して交易が増大すが十分条件である。筆者の考えでは、物品貨幣の消滅が経済空間に位相構造＝商品経済が生じる必要であるが、イサウリア朝イスラーム帝国の衰退期や統アモリア朝イスラーム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は商品経
済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが生じる。結局、ウじる十分条件である。筆者の考えでは、物品貨幣の消滅が経済空間に位相構造＝商品経済が生じる必要がまだ整っていない。ビザンツ帝国で富財が商品化し、それら商品が世界通貨＝銀って交易が増大すいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で富財が商品化し、財貨＝貨幣の制度的し、それら商品が世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」である
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で商品連鎖を形成するのはコムネノス朝期である。余談であるが、「貨幣」を物品貨幣と財貨に仕分を形成して交易が増大す形成して交易が増大すするの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退期である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である余談であるが、「貨幣」を物品貨幣と財貨に仕分であるが、「貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに仕分
けることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すなく商慣習として、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力や統エコノミス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）著作は、読むに値しない、と筆者は考える）むに値になしない、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る）

　８６７年、副帝バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退１世が帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイし、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇統がアモリア朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退に
変遷する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）衰退がはじまるが、他方、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退が巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９１３年、
ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁シメオン１世が戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。し、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退が「ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　シメオン１世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位８９３～９２７年）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退はビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦争を繰り返したが、次のブを形成して交易が増大す繰り返したが、次のブり返すしたが、次のブの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ブ朝とイドリース朝が
ルガリア皇帝ペタル１世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位９２７～９６７年）は友好であったが、財貨発行の独占を喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）を形成して交易が増大す維持したい。封建制する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である約４０年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）平和期間に順序構造を形成して交易が増大すに、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退
は国の衰退力を形成して交易が増大す回復した（コラム帝国の衰退１７）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　９６３年、クレタ島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そした名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。将ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退・フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォカス朝イスラーム帝国の衰退がビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退２世に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそ
して交易が増大す小アジアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すキプロス朝イスラーム帝国の衰退島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を、ロードス朝イスラーム帝国の衰退島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大すイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、９６６年にス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世
が北コーカサス朝イスラーム帝国の衰退地方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ハザール・カガン国の衰退を形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアし、キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退を形成して交易が増大す開国の衰退する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９６７年、ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退２世
はス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す結びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退を形成して交易が増大す挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退は崩壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲するが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ド
ナウ川北岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しを形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーしたス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨・ルーシ軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲＝キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がト教会とゾロアスター教会の裁ラキア地方まで南下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複し、
ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退に侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退２世を形成して交易が増大す殺害したモンゴル軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲したヨハネス朝イスラーム帝国の衰退・ツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィミス朝イスラーム帝国の衰退ケス朝イスラーム帝国の衰退＝ヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世が即位して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
ヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がキエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨・ルーシ軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド破し、ス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世を形成して交易が増大すドナウ川河口付近まで追まで追
いつめる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である北方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）安全を形成して交易が増大す確保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保ししたヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世は、ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す和約し、西方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）安全を形成して交易が増大す確保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保しし
て交易が増大す東方に進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９７４年、ヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらメソポタミア北部とアフガニスタン西北部、およとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すアルメニ
アを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そし、９７５グラム）の年にシリアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すパレス朝イスラーム帝国の衰退チナの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がパレス朝イスラーム帝国の衰退チナ全域とを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そして交易が増大すいれば混乱が生じる。結局、ウ、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史は変わって交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、ヨ
ハネス朝イスラーム帝国の衰退１世は９７６年に死去の判例に従いなし、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世が即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジア亡したブルガリア帝国の地方長官したブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地方長官
サム帝国の衰退イルが新生じる。結局、ウブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退＝西ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退を形成して交易が増大す開国の衰退し、テッサリアを形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９８６年か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら約四半
世紀、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す西ブ朝とイドリース朝がルガリア軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が戦い続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世ける。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１０１４年、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がク
レディオン峠の戦いで西ブルガリア軍を撃破する。１０１８年、マケドニア朝ビザンツ帝国は西ブルガリア帝の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦いで西ブ朝とイドリース朝がルガリア軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド破する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０１８年、マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は西ブ朝とイドリース朝がルガリア帝
国の衰退を形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアした（コラム帝国の衰退１８）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　新たな版図は新たな統治制を発明した。度を形成して交易が増大す必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世は、新版図＝旧西ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退で税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０納を形成して交易が増大す容認める。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である新版図では、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが十分発達していない。すなわち、財貨の社会的蓄積が不十分して交易が増大すいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）社会とゾロアスター教会の裁的蓄積が不十分が不十分
である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である新版図での中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０納は妥当な政策であった。であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし既存している。官僚機構や統版図（ギリシャは「銀の帝国」であるや統小アジア等）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）自の銀貨を鋳造して発行し由農民保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。が不十分であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世は、大す土
地所有を形成して交易が増大す制を発明した。限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のして交易が増大す荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央主の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のを形成して交易が増大す抑止するがし、自の銀貨を鋳造して発行し由農民を形成して交易が増大す保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし自の銀貨を鋳造して発行し由農民に農税とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す人頭税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
両方を形成して交易が増大す課税して交易が増大すいたとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すすれば混乱が生じる。結局、ウ、税制を発明した。を形成して交易が増大す改めて交易が増大すいない限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のり彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）土地売却していた。それでも江戸時を形成して交易が増大す阻止するができない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるなぜなら、農税



は農作物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税の穫量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統に応じた額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納じた額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納を形成して交易が増大す納税すれば混乱が生じる。結局、ウよいが、人頭税は農作物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税の穫量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す無関係に重さが銀貨の価値になに一定に委ねた。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納を形成して交易が増大す納
税しなければ混乱が生じる。結局、ウならないか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、定に委ねた。率税とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す定に委ねた。額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ちがいがある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世はアレレンギヨン制を発明した。（自の銀貨を鋳造して発行し由農民が納税できない場合、近まで追隣の有力者＝荘園主等が代わの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）有力者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力＝荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央主等が代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がわ
りに納税する制を発明した。度）を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。して交易が増大す対処したが、１０２５年にバシレイオス２世が死去し、アレレンギヨン制がなくしたが、１０２５グラム）の年にバシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世が死去の判例に従いなし、アレレンギヨン制を発明した。がなく商慣習として、
なる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後大す土地所有制を発明した。限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁なく商慣習として、なり、新版図の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）税制を発明した。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁既存している。官僚機構や統版図の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）税制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同様になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す財政が再
度悪化し、財貨＝貨幣の制度的し、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）純金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である含む。以後、イリ川か有量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統が低下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　版図が拡大すして交易が増大す国の衰退境が遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザンが遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザンざか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウれば混乱が生じる。結局、ウ、軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲管区の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）意義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が消失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）し、他方、多数の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）文官が必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザン
ツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲管区制を発明した。＝テマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である制を発明した。が形骸化し、財貨＝貨幣の制度的し、官僚機構が肥大す化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が傭兵集団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリ化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　他方、クレタ島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をや統キプロス朝イスラーム帝国の衰退島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を、ロードス朝イスラーム帝国の衰退島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を等の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）エーゲ海諸島を奪還したため、ビザンツ帝国は海軍を増海からバルハシ湖までの地域と諸島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そしたため、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す増
強する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的し、黒海からバルハシ湖までの地域ととペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すエーゲ海諸島を奪還したため、ビザンツ帝国は海軍を増海からバルハシ湖までの地域と、イオニア海からバルハシ湖までの地域と等の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）海からバルハシ湖までの地域と上を形成して交易が増大す支配した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である海からバルハシ湖までの地域と上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）安全が交易が増大す
を形成して交易が増大す増大すし、それにより造を形成して交易が増大す船技術と商船団を保有するヴェネツィア等イタリア都市国家が発展する。ちなみにとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す商船団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリを形成して交易が増大す保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有するヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィア等イタリア都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも国の衰退家がいる。だが史実は異なる）が発展する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみに、
ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が使用する財貨である。他方、金貨と銀貨する軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲船はヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィアが建て、造を形成して交易が増大すして交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィア海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が行する。す
る場面が強固になる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およでは、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退が絹織物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０を形成して交易が増大す生じる。結局、ウ産し、ヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィア商人や統ジェノヴァ商人が
買い付け、西ヨーロッパや統イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退圏で売っていた。そして秤量貨幣化した銀貨が流出していた。バシレで売って交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的した銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが流出して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシレ
イオス朝イスラーム帝国の衰退２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、財政が悪化し、財貨＝貨幣の制度的し、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが劣化し、財貨＝貨幣の制度的するが、それでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁版図外か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら流入」した亜周辺する銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すがビザ
ンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退を形成して交易が増大す支え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大すコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退期に「封建て、制を発明した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す発明した。する）

　筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は、皇女ゾエの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「恋愛物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すするつもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁りはない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー官僚機構の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）肥大す化し、財貨＝貨幣の制度的とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的等により、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）財政は再度悪化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０５グラム）の７年に即位したイサキオス朝イスラーム帝国の衰退１世は軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲管区
制を発明した。を形成して交易が増大す強化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す官僚機構を形成して交易が増大す縮小し、財政再建て、を形成して交易が増大す試みる。だが貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオみる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオや統官僚たちが改革に反発する。イサキオに反発する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイサキオ
ス朝イスラーム帝国の衰退１世は、元すれば混乱が生じる。結局、ウ老院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法の議員が納税する帝国にの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノス朝イスラーム帝国の衰退・ドゥーカス朝イスラーム帝国の衰退＝コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノス朝イスラーム帝国の衰退１０世に帝位を形成して交易が増大す譲渡したアッバースし、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい
帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇統がマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらドゥーカス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退に変遷する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、ト教会とゾロアスター教会の裁ランス朝イスラーム帝国の衰退オクシアナ地方で誕生じる。結局、ウしたセルジューク朝イスラーム帝国の衰退がホラーサーン地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すイラン高原、メソポタミ
ア全土を形成して交易が増大す支配し、ト教会とゾロアスター教会の裁ルコ系族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ長アルプ・アルス朝イスラーム帝国の衰退ラーンがアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退カリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら「ス朝イスラーム帝国の衰退ルターン」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）称号が誕生するまで、アミーを形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大す
シリアや統パレス朝イスラーム帝国の衰退チナ、アラビア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）紅海からバルハシ湖までの地域と沿岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しでフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す対峙していた。当初、セルジューク朝ムして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、セルジューク朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退
ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍を形成して交易が増大す回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍して交易が増大すいたが、１０７１年にビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ロマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノス朝イスラーム帝国の衰退４世率いるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲
が攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するが撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す仕か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウける（マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるラズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮ギルト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦い）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウしビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲は敗北し、セルジューク朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はロマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノ
ス朝イスラーム帝国の衰退４世を形成して交易が増大す捕縛する。アルプ・アルスラーンはロマノス４世を釈放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアルプ・アルス朝イスラーム帝国の衰退ラーンはロマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノス朝イスラーム帝国の衰退４世を形成して交易が増大す釈放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いしたが、帰国の衰退したロマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノス朝イスラーム帝国の衰退４世は帝位を形成して交易が増大す失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）い、
１０７２年に死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　同年、ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人が地中海からバルハシ湖までの地域とに侵入」した亜周辺し、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）カラブ朝とイドリース朝がリアや統プッリャは「銀の帝国」である、そして交易が増大すギ
リシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）う。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、セルジューク朝イスラーム帝国の衰退ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はさらに進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲し、シリア北部とアフガニスタン西北部、およとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す小アジアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す半を形成して交易が増大す占
領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアルプ・アルス朝イスラーム帝国の衰退ラーンは占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーしたシリア北部とアフガニスタン西北部、およや統小アジア各地を形成して交易が増大す同族や官僚たちが改革に反発する。イサキオに分け与えた。１０７７年、小アえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０７７年、小ア
ジアでルーム帝国の衰退・セルジューク朝イスラーム帝国の衰退が誕生じる。結局、ウする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（以後、本家がいる。だが史実は異なる）セルジューク朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す「大すセルジューク朝イスラーム帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、が、セルジューク朝イスラーム帝国の衰退はシーア派カリフ」を称した。であったらしい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
おそらく商慣習として、、ス朝イスラーム帝国の衰退ルターン＝君主は当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退カリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨がシーア派カリフ」を称した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ために用する財貨である。他方、金貨と銀貨意した称号が誕生するまで、アミーである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である後にス朝イスラーム帝国の衰退
ンナ派カリフ」を称した。ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アミール＝王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁「ス朝イスラーム帝国の衰退ルターン」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す称するようになるが、ルーム帝国の衰退・セルジューク朝イスラーム帝国の衰退は他の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すしば混乱が生じる。結局、ウしば混乱が生じる。結局、ウ戦う）

　１０８１年、アレクシオス朝イスラーム帝国の衰退・コム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退＝アレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世がドゥーカス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイして交易が増大すコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す
樹立していた。すなわちした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼は地方に徴税権を形成して交易が増大す割譲し、プロノイア制を発明した。＝恩貸地制を発明した。を形成して交易が増大す実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、ヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す
結びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーギリシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およ（アルバニアや統コルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を等）を形成して交易が増大すノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇ウルバヌス朝イスラーム帝国の衰退
２世に傭兵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）提供を要請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖を形成して交易が増大す要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖し、小アジアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そを形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖す。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、ウルバヌス朝イスラーム帝国の衰退２世はクレルモン教会とゾロアスター教会の裁会とゾロアスター教会の裁議で聖
地エルサレム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そを形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウける。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０９６年、第１回十字軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン征がはじまる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、「プロノイア」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は爵位を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）するギリシャは「銀の帝国」である語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍であるが、官位であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）説がある。ビザンツ帝国がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退
はマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退末まで残る）。期か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら官位を形成して交易が増大す売却していた。それでも江戸時して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す官僚機構が肥大す化し、財貨＝貨幣の制度的したが、他方、官位は年金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である受
給資格でもある。すなわち、将来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、将来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）年金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である受給を形成して交易が増大す見や種類と無関係に重さが銀貨の価値にな込んで官位を購入する人々が大勢いた。んで官位を形成して交易が増大す購入」した亜周辺する人々が大勢いた。が大す勢いた。いた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ドゥーカス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は年金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）支払いに苦慮していた。アレクシオス１世は、年金を支払う代わいに苦慮していた。アレクシオス１世は、年金を支払う代わして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世は、年金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるを形成して交易が増大す支払いに苦慮していた。アレクシオス１世は、年金を支払う代わう代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がわ
りに公有地を形成して交易が増大す分配した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれら公有地＝恩貸地は皇帝や統国の衰退教会とゾロアスター教会の裁が保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有する土地であったが、分配は小作
農を形成して交易が増大す荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら引き離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時き離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時す。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央が労働力を形成して交易が増大す失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）い衰退する（同じことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ
代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が中国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。や統南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。、西ヨーロッパ諸国の衰退で生じる。結局、ウじて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。に似ている）。て交易が増大すいる）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央が衰退した後、村落する。その後ジャウハルはイフシード朝を攻略して新都カイロを建設する。ムイッズは共同体＝農村が誕生じる。結局、ウする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。（身分制を発明した。およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー恩貸地制を発明した。）は１２
世紀末まで残る）。～１３世紀初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨頭に消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアするが、中世帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す輸入」した亜周辺した亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、で長く商慣習として、残る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　財政難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信を形成して交易が増大す解する。決する苦肉の策であったが、劣化した金貨を大量発行するより公有地を売却するほうがましの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）策であった。であったが、劣化し、財貨＝貨幣の制度的した金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す大す量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統発行する。するより公有地を形成して交易が増大す売却していた。それでも江戸時するほうがまし
である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるプロノイア制を発明した。を形成して交易が増大す実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。したアレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世は名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。君であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である次のブの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヨハネス朝イスラーム帝国の衰退２世もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。君であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザ
ンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同様な「高度中世帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に進した。化し、財貨＝貨幣の制度的し、国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で所有権（土地や統家がいる。だが史実は異なる）屋、奴隷以外の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）事物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０
や統物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０産の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）私有権。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち「商品」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）所有権）を形成して交易が増大す発明した。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退は約１００年（１０８１～１１８５グラム）の年）
続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世いた（コラム帝国の衰退１９）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



コラム帝国の衰退１７：　新たな異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す新たな統治体制を発明した。

　ス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ世界では「将軍」を意味する）でキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教を形成して交易が増大す布教するために、キュリロス朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すメト教会とゾロアスター教会の裁ディオス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）兄弟がスラヴ文字＝グラゴル文がス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ文字＝グラゴル文
字を形成して交易が増大す考えられるが、アッバース案して聖書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキして交易が増大す聖書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキを形成して交易が増大す訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキしたことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）弟がスラヴ文字＝グラゴル文子である。また、アナトリアたちがブ朝とイドリース朝がルガリアに移り、ギリシャは「銀の帝国」である文字に近まで追いキ
リル文字を形成して交易が増大す考えられるが、アッバース案して聖書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキして交易が増大す聖書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキを形成して交易が増大す「ス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）布教により、ブ朝とイドリース朝がルガリアおよびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マース朝イスラーム帝国の衰退ラヴ世界では「将軍」を意味する）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのは字率が高まる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　他方、ブ朝とイドリース朝がルガリアで異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵（パウロ派カリフ」を称した。や統ボゴミール派カリフ」を称した。）が誕生じる。結局、ウする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカに疎い筆者にギリシャ正教会やカい筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力にギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教会とゾロアスター教会の裁や統カ
ト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すそれら異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ちがいは説がある。ビザンツ帝国明した。できないが、しば混乱が生じる。結局、ウらく商慣習として、して交易が増大す西ヨーロッパでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵（ワルドー派カリフ」を称した。や統カ
タリ派カリフ」を称した。）が誕生じる。結局、ウする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれら異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵がボゴミール派カリフ」を称した。等の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）影響下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で誕生じる。結局、ウしたことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはあきらか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨重さを基準にした視できない。ユーラシア大陸東西で封建制が確立するのは１０世紀後半頃で、中すべきことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが他にある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）教皇＝ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す皇帝＝ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になは概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。
ね対等であるが、ギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）総主教はビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）臣下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような体制を発明した。下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複でなければ混乱が生じる。結局、ウ、
すなわち皇帝＝立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力体制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複でなければ混乱が生じる。結局、ウ皇帝とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁が保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有する土地を形成して交易が増大す売却していた。それでも江戸時するとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいった斬新な政
策であった。を形成して交易が増大す実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。できない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で身分制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す恩貸地制を発明した。（すなわち封建て、制を発明した。）が誕生じる。結局、ウし、異端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵だけでなく商慣習として、封建て、
制を発明した。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁西ヨーロッパに伝わった。しかし、西ヨーロッパで統治者が立法権と行政権を有する「立法者」として君わった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、西ヨーロッパで統治者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力が立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行権とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す行する。政権を形成して交易が増大す有する「立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す君
臨する場面がない。亜周辺で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなする体制を発明した。が具現するの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウなり後になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　西ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。は、西ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）オリジナルな制を発明した。度ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である同じことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すがユーラシア大す陸東部とアフガニスタン西北部、およ、
すなわちアジアでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）封建て、制を発明した。は日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）オリジナルな制を発明した。度ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはでは、日本
は中国の衰退＝南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す輸入」した亜周辺した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるあるいは韓国の衰退＝高麗から間接輸入した。か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら間に順序構造を形成して交易が増大す接輸入」した亜周辺した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（中国の衰退や統韓国の衰退に封建て、制を発明した。はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった、しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし日本に封建て、制を発明した。が存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およした、日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武士階級は西ヨーロッパのは西ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
騎士階級は西ヨーロッパのに類と無関係に重さが銀貨の価値になする、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる日本史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）専門家がいる。だが史実は異なる）や統社会とゾロアスター教会の裁学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力、評論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）家がいる。だが史実は異なる）等がいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す彼らが、封建て、制を発明した。が中
国の衰退や統韓国の衰退より先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階に日本を形成して交易が増大す「近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）化し、財貨＝貨幣の制度的した、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる場合がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし西ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）騎士階級は西ヨーロッパのは「貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ階
級は西ヨーロッパの（荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ階級は西ヨーロッパのは「武家がいる。だが史実は異なる）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である「公家がいる。だが史実は異なる）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である武士とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す農民が混在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ
一体化し、財貨＝貨幣の制度的し、「公家がいる。だが史実は異なる）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が力を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）した室町時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）日本は封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である武士がクラス朝イスラーム帝国の衰退＝階級は西ヨーロッパのを形成して交易が増大す形成して交易が増大すするの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
は江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がであるが、しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）日本は封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年い難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である江戸時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）日本が封
建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）でないとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すすれば混乱が生じる。結局、ウ、封建て、制を発明した。を形成して交易が増大す日本が中国の衰退や統韓国の衰退より先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階に「近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）化し、財貨＝貨幣の制度的した根拠にすることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはできない）

コラム帝国の衰退１８：　マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退

　むろん民衆のほぼ全員が納税する帝国にの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ほぼ全員が納税する帝国に全員が納税する帝国にが納税して交易が増大すいたことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが大すきいが、ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退２世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２
世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が強か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は、軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主力部とアフガニスタン西北部、およ隊が重装騎兵隊であったためである、と言が重さを基準にした装騎兵隊が重装騎兵隊であったためである、と言であったためである、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年
われて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は、おそらく商慣習として、カロリング朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）重さを基準にした装騎士団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリを形成して交易が増大す模倣して重装騎兵隊を編成した。として交易が増大す重さを基準にした装騎兵隊が重装騎兵隊であったためである、と言を形成して交易が増大す編成して交易が増大すした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
はいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、規模がはるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウに大すきい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すアジア等か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら大す型に統合しても財貨を金貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ馬を選別輸入して飼育し、時間をを形成して交易が増大す選別輸入」した亜周辺して交易が増大す飼育し、時間をし、時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す
か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウけて交易が増大す増や統したように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヨーロッパ諸国の衰退や統ム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退リム帝国の衰退諸王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退はそれに対抗する軍事力を持っていする軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲事力を形成して交易が増大す持したい。封建制って交易が増大すい
ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみに、「ギリシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）火」がどのような兵器であったかは不明であるが、当時のビザンツ帝国が強」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）がどの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような兵器であったかは不明であるが、当時のビザンツ帝国が強であったか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウは不明した。であるが、当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退が強
力な火」がどのような兵器であったかは不明であるが、当時のビザンツ帝国が強力を形成して交易が増大す持したい。封建制って交易が増大すいたことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁確か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世は、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）版図を形成して交易が増大す最大す化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）生じる。結局、ウ活は禁欲的で、国の衰退庫も潤った。したがっもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁潤った。したがっった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがっ
て交易が増大す、名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。君であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年われて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし西ブ朝とイドリース朝がルガリア帝国の衰退を形成して交易が増大す約四半世紀攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するが撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドして交易が増大す支配する必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウっ
た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である版図の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）拡大すを形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）であれば混乱が生じる。結局、ウ、パレス朝イスラーム帝国の衰退チナに侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがすべきであった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世がエルサレム帝国の衰退
を形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そして交易が増大すいれば混乱が生じる。結局、ウ、十字軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン征などとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいう馬を選別輸入して飼育し、時間を鹿げた事態は起きなかったのである。げた事態が分割統治に移行する。イドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行しは起きなかったのである。きなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、歴史家がいる。だが史実は異なる）たちは、ニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退２世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい
帝国の衰退が当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世界では「将軍」を意味する）最強国の衰退家がいる。だが史実は異なる）であったことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す重さを基準にした視できない。ユーラシア大陸東西で封建制が確立するのは１０世紀後半頃で、中するが、筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）前に在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位したレオーン６世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すコンス朝イスラーム帝国の衰退
タンティノス朝イスラーム帝国の衰退７世に着目アミールしたい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　レオーン６世はバシリカ法の制定＝立法と法の執行典を編纂して「国法」を制定し、ユスティニアヌス法（慣習法体系）を卑俗法化しを形成して交易が増大す編纂して「国法」を制定し、ユスティニアヌス法（慣習法体系）を卑俗法化しして交易が増大す「国の衰退法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。し、ユス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行（慣習として、法の制定＝立法と法の執行体系）を形成して交易が増大す卑俗法の制定＝立法と法の執行化し、財貨＝貨幣の制度的し
た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシリカ法の制定＝立法と法の執行＝国の衰退法の制定＝立法と法の執行制を発明した。定に委ねた。後、立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行権が司法の制定＝立法と法の執行権を形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す中世的政体＝司法の制定＝立法と法の執行府中心型に統合しても財貨を金貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ政治体制を発明した。
が崩壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲し、国の衰退教会とゾロアスター教会の裁＝ギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教会とゾロアスター教会の裁が「法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）番人」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地位を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノス朝イスラーム帝国の衰退７世が国の衰退法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す執行する。する体制を発明した。、すなわち「行する。政府」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す構築する。ビザンツ帝国は初する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨
期法の制定＝立法と法の執行治国の衰退家がいる。だが史実は異なる）になり、ヘレニズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮ム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ギリシャは「銀の帝国」である哲学や自然学、ストア哲学や新プラトンが「異教」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら脱却していた。それでも江戸時した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退世界では「将軍」を意味する）に残存している。官僚機構や統す
る古代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がギリシャは「銀の帝国」である哲学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統自の銀貨を鋳造して発行し然学や自然学、ストア哲学や新プラトンを形成して交易が増大す受け入」した亜周辺れる環境が遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザンもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁整っていない。ビザンツ帝国で富財が商品化し、それら商品が世界通貨＝銀う。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



　だが、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁シメオン１世がバシリカ法の制定＝立法と法の執行に怒る。バシリカ法はユスティニアヌス法を卑俗法化して民る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるバシリカ法の制定＝立法と法の執行はユス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す卑俗法の制定＝立法と法の執行化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す民
衆のほぼ全員が納税する帝国にに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である納とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す商品生じる。結局、ウ活を形成して交易が増大す強いる「国の衰退法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すや統銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大すいな
い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルガリアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）徴税は物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０納である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルガリアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）民衆のほぼ全員が納税する帝国には、大す多数が農民で、穀物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０や統家がいる。だが史実は異なる）畜は物品貨幣では物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣で
あり「商品」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ではない（むろん土地＝農地もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁「商品」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ではない）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　青年期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）シメオン１世は司教になるつもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁りでいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし父ボリス１世が、キリスト教に反発する兄を廃位ボリス朝イスラーム帝国の衰退１世が、キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教に反発する兄を形成して交易が増大す廃位
したため、や統むなく商慣習として、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるシメオン１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカ心は厚く、ユスティニアヌス法、および中く商慣習として、、ユス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行、およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー中
世的政体を形成して交易が増大す護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。持したい。封建制する決意もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁固になる）い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、中世に「違っている。三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な憲立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）などない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁でバシリカ法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）是非を論争しても無駄である。シメオン１世を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）争を繰り返したが、次のブして交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁無駄である。シメオン１世である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるシメオン１世
はビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍を形成して交易が増大す繰り返したが、次のブり返すした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれはブ朝とイドリース朝がルガリアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すブ朝とイドリース朝がルガリアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）民衆のほぼ全員が納税する帝国にを形成して交易が増大す守るためでもあった。るためでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　結局、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノス朝イスラーム帝国の衰退７世が譲歩する。コンスタンティノス７世は、ブルガリア王国でのユする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるコンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノス朝イスラーム帝国の衰退７世は、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退での中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ユ
ス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執行する。、およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー中世的政体を形成して交易が増大す認める。め、シメオン１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁認める。める。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルガリアは王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら
「帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）になり、シメオン１世が初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がブ朝とイドリース朝がルガリア皇帝に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ブ朝とイドリース朝がルガリアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になは本文で論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じたが、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝がユス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す認める。
めたことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが、カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁によるユス朝イスラーム帝国の衰退ティニアヌス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執行する。を形成して交易が増大す容易が増大すにしたように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるボリス朝イスラーム帝国の衰退１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら、
カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁はブ朝とイドリース朝がルガリアに通していたらしい。じて交易が増大すいた）

　同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ユーラシア大す陸東部とアフガニスタン西北部、およ＝北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁新法の制定＝立法と法の執行派カリフ」を称した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す旧法の制定＝立法と法の執行派カリフ」を称した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）対立していた。すなわちが生じる。結局、ウじた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし法の制定＝立法と法の執行学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちは、国の衰退法の制定＝立法と法の執行
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）制を発明した。定に委ねた。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す慣習として、法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）卑俗法の制定＝立法と法の執行化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が以降の出来事であるかのように論じている。だがその起源をマケドニの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）出来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。事であるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ように論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだがその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）起きなかったのである。源を形成して交易が増大すマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニ
ア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。に求めることができる（「広義の近代」の突破期にイングランドで同様な場面が生めることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すができる（「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）突破期にイングランドで同様な場面が強固になる）が生じる。結局、ウ
じたが、ト教会とゾロアスター教会の裁マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるス朝イスラーム帝国の衰退・ホッブ朝とイドリース朝がズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮は慣習として、法の制定＝立法と法の執行に言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すしなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるホッブ朝とイドリース朝がズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮が著書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ「リヴァイアサン」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）で論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じた「自の銀貨を鋳造して発行し然法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
は慣習として、法の制定＝立法と法の執行ではない）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁皇帝が絶対君主（最高法の制定＝立法と法の執行規を形成して交易が増大す具現する人間に順序構造を形成して交易が増大す存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す君
臨する場面がない。亜周辺で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなしたわけではないし、国の衰退教を形成して交易が増大す超越する新たな最高法規（すなわち「憲法」）を制定したわけでもない。公用する新たな最高法の制定＝立法と法の執行規（すなわち「憲法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半））を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。したわけでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である公用する財貨である。他方、金貨と銀貨
語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁多言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍多制を発明した。度空間に順序構造を形成して交易が増大す＝世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退になり得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝なか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
そして交易が増大す、コム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。が高度中世帝国の衰退を形成して交易が増大す具現する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　余談であるが、「貨幣」を物品貨幣と財貨に仕分であるが、現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アメリカ合衆のほぼ全員が納税する帝国に国の衰退がマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退によく商慣習として、似ている）。て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世界では「将軍」を意味する）状
況と当時の世界状況がよく似ている。すなわち、どちらも巨大軍事国家が一極支配体制の世界を構築し、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世界では「将軍」を意味する）状況と当時の世界状況がよく似ている。すなわち、どちらも巨大軍事国家が一極支配体制の世界を構築し、がよく商慣習として、似ている）。て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、どちらもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁巨大す軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲事国の衰退家がいる。だが史実は異なる）が一極支配体制を発明した。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世界では「将軍」を意味する）を形成して交易が増大す構築する。ビザンツ帝国は初し、
それが徐々が大勢いた。に崩れる世界では「将軍」を意味する）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

コラム帝国の衰退１９：　封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）定に委ねた。義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）

　封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）は、国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁や統領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー主が領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）土地や統領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー民を形成して交易が増大す私物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０化し、財貨＝貨幣の制度的し、自の銀貨を鋳造して発行し身の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）裁量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統で運営および使役する「家産国およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー使役する「家がいる。だが史実は異なる）産国の衰退
家がいる。だが史実は異なる）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年われて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す、たとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ば混乱が生じる。結局、ウクロヴィス朝イスラーム帝国の衰退１世や統カール１世が死去の判例に従いなした後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁
国の衰退が分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。したの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は、国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁が国の衰退家がいる。だが史実は異なる）を形成して交易が増大す私物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大すいたためである、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）や統社会とゾロアスター教会の裁学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力が大す勢いた。いる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
だが、コラム帝国の衰退１２で述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退が封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）であれば混乱が生じる。結局、ウ部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）勝手な侵略して新都カイロを建設する。ムイッズはや統略して新都カイロを建設する。ムイッズは奪した。皇統がイを形成して交易が増大す許さないさない
はずである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）対外交易が増大すは統治者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）私的商いで、封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）対外戦争を繰り返したが、次のブは統治者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）私闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨
にく商慣習として、い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるメロヴィング朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退や統カロリング朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退は封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキでは、銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが
秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝世界では「将軍」を意味する）制を発明した。度になった後、封建て、制を発明した。（身分制を発明した。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す恩貸地制を発明した。）が新たな統治制を発明した。度になり、
民衆のほぼ全員が納税する帝国にの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）住居と職業が固定化した国家を封建国家と呼ぶ。元朝が支配する前の韓国＝高麗、鎌倉時代のとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す職業が固定化した国家を封建国家と呼ぶ。元朝が支配する前の韓国＝高麗、鎌倉時代のが固になる）定に委ねた。化し、財貨＝貨幣の制度的した国の衰退家がいる。だが史実は異なる）を形成して交易が増大す封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である元すれば混乱が生じる。結局、ウ朝イスラーム帝国の衰退が支配する前の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）韓国の衰退＝高麗から間接輸入した。、鎌倉時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
日本は初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨期封建て、国の衰退家がいる。だが史実は異なる）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



４．３　ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、

　コラム帝国の衰退１２で述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたが、クロヴィス朝イスラーム帝国の衰退１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）孫の代にフランク王国が分裂した。しかし７世紀後半の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がにフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退が分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし７世紀後半、
宮宰エブロインがフランク王テウデリク３世（在位６７９～６９１年）を支え統一を再現する。テウデリク３世エブ朝とイドリース朝がロインがフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁テウデリク３世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位６７９～６９１年）を形成して交易が増大す支え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨統一を形成して交易が増大す再現する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるテウデリク３世
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、幼少ない。歴史家の多くが、封建の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）即位が続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、が、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大す、宮宰エブロインがフランク王テウデリク３世（在位６７９～６９１年）を支え統一を再現する。テウデリク３世ピピン２世が執政を形成して交易が増大す担ったのはい統一を形成して交易が増大す維持したい。封建制する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるピピン２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
死後、ピピン２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡子である。また、アナトリアカール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテルが幼少ない。歴史家の多くが、封建の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す支え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨統一を形成して交易が増大す維持したい。封建制した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　７３２年、ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退アラブ朝とイドリース朝が軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がピレネー山脈を越えてを形成して交易が増大す越する新たな最高法規（すなわち「憲法」）を制定したわけでもない。公用え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退に侵入」した亜周辺したが、カール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテル率い
るフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド退する（ト教会とゾロアスター教会の裁ゥール・ポワティエの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦い）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアラブ朝とイドリース朝が軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）騎馬を選別輸入して飼育し、時間を兵団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリに苦戦したカール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテル
は、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教会とゾロアスター教会の裁が保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有する土地の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そ俗して交易が増大す臣下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複に分配し、重さを基準にした装騎士団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリを形成して交易が増大す編成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　７３７年、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁テウデリク４世が嫡子である。また、アナトリアを形成して交易が増大す残すことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すなく商慣習として、死去の判例に従いなし、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁位が空位になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す７４１
年、カール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテルが死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である７４３年、カール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）長男カールマンの支持を得てキルデリク３カールマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）支持したい。封建制を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大すキルデリク３
世がフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁に即位したが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後カールマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンはモンテ・カッシーノ修道院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のに隠遁する。そして７５１年、する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す７５グラム）の１年、
カール・マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるルテルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）次のブ男カールマンの支持を得てキルデリク３ピピンがキルデリク３世を形成して交易が増大す幽閉してフランク王ピピン３世に即位する。して交易が増大すフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ピピン３世に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ピピン３世は王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁位簒奪した。皇統がイ者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし東ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝＝ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝への中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）臣従いなを形成して交易が増大す拒否かも不明である）。ヤアクーしたローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である司教区
＝ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁がピピン３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）即位を形成して交易が増大す承する。小作農認める。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である即位後、ピピン３世はランゴバルド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退に侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがし、西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）古都ラヴェンナとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、を形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そして交易が増大すローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁に寄進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（ピピン３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）寄進した。はフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁位承する。小作農認める。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）返す礼であるが、この「寄進」からであるが、この中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「寄進した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇庁の「歴の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「歴
史」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）がはじまる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である以後、本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキではローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す「カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁総主教を形成して交易が増大す「ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、）

　ピピン３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）長男カールマンの支持を得てキルデリク３カールがフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カール１世に即位し、名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。実は異なる）共にフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁統がメ
ロヴィング朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらカロリング朝イスラーム帝国の衰退に変遷する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるピピン３世もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁父ボリス１世が、キリスト教に反発する兄を廃位の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）政策であった。を形成して交易が増大す継承する。小作農して交易が増大す臣下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）財力を形成して交易が増大す高め、重さを基準にした装騎
士団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリを形成して交易が増大す強化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である祖父ボリス１世が、キリスト教に反発する兄を廃位とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す父ボリス１世が、キリスト教に反発する兄を廃位か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら重さを基準にした装騎士団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリを形成して交易が増大す相続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世したカール１世は即位直後か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら外征を形成して交易が増大すはじめる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　７７３年、カール１世はローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇ハドリアヌス朝イスラーム帝国の衰退１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大すランゴバルド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退に侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す７７
４年、ランゴバルド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）首都パヴィアを形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーして交易が増大すイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を北部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアし、中世イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退＝カロリン
グ朝イスラーム帝国の衰退イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す開国の衰退する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ライン川を形成して交易が増大す超え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すサクソン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー地＝ザクセン地方（ライン川東岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ
らエルベ川西岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しまでの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地域と）に侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがし、他方、ピレネー山脈を越えてを形成して交易が増大す越する新たな最高法規（すなわち「憲法」）を制定したわけでもない。公用え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大す後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）征服する。すなわち、メソポタミアを形成して交易が増大す試みる。だが貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオみる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　サラゴサ総督スライマーンを殺害したアル・フセインが後ウマイヤ朝に忠誠を誓い徹底抗戦したため、フス朝イスラーム帝国の衰退ライマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーンを形成して交易が増大す殺害したモンゴル軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲したアル・フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨セインが後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退に忠誠を誓い徹底抗戦したため、フを形成して交易が増大す誓い徹底抗戦したため、フい徹底抗する軍事力を持ってい戦したため、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨
ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はイベリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら撤退した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後東征して交易が増大すライン川以東の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ザクセン地方を形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーし、ドナ
ウ川以南の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）バイエルン地方を形成して交易が増大す威圧してカリフのして交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す外征先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階を形成して交易が増大すアヴァール人が住むドナウ川以北の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）パ
ンノニア地方に向ける。７９６年、フランク軍はアヴァール人の居住地域を破壊しつくし、莫大な富財を略奪ける。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である７９６年、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はアヴァール人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）居と職業が固定化した国家を封建国家と呼ぶ。元朝が支配する前の韓国＝高麗、鎌倉時代の住地域とを形成して交易が増大す破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲しつく商慣習として、し、莫大すな富財を形成して交易が増大す略して新都カイロを建設する。ムイッズは奪した。皇統がイ
した（アヴァール人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）抵抗する軍事力を持っていは微弱であった。西突厥の脅威から解放されたアヴァール人＝柔然は、約２００であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である西突厥の脅威から解放されたアヴァール人＝柔然は、約２００の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）脅威か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら解する。放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いされたアヴァール人＝柔然は、約２００
年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）平和期に軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲事力を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）して交易が増大すいたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しれない）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　８００年、中世イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退したカール１世はローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるで戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝は女帝エイ
レーネーである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁にビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝に臣従いなする意思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていはないし、「女性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す認める。
める意思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す、カール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。は彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）即位を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし８０２年にニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退１世がビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイした後、カール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝即位
を形成して交易が増大す拒否かも不明である）。ヤアクーする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である激怒る。バシリカ法はユスティニアヌス法を卑俗法化して民したカール１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィアに進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲したが、陸上で無敵であったフランであったフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ラン
ク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲は海からバルハシ湖までの地域と上で無力であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　８１１年、ブ朝とイドリース朝がルガリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦争を繰り返したが、次のブ（プリス朝イスラーム帝国の衰退カの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦い）でニケフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォロス朝イスラーム帝国の衰退１世が戦死し、新たに即位したビザン
ツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ミカエル１世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すで和議が成して交易が増大す立していた。すなわちする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、ミカエル１世はカール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク皇帝」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）即位を形成して交易が増大す
認める。めたが、西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝即位までは認める。めない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す戦は不可避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍であるように
見や種類と無関係に重さが銀貨の価値になえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらヴァイキング時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝ががはじまる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す８１４年にカール１世が死去の判例に従いなし、後を形成して交易が増大す継いだルート教会とゾロアスター教会の裁
ヴィヒ（フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。ルイ）が在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位中にフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す分割する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である「帝位」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はライン川以東の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）東フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退（後
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい）が継承する。小作農した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（すでに述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたが、カール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇庁の「歴がフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ィレンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていェで金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す鋳造を形成して交易が増大すして交易が増大す発行する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれが中
世カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）源泉である。他方、「財貨を最初に使用する」権利の下で財貨の質が均質化し、財貨＝貨幣の制度的になるが、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇庁の「歴より先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階にフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カール１世が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。して交易が増大すい
れば混乱が生じる。結局、ウ、後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）人類と無関係に重さが銀貨の価値にな史が多少ない。歴史家の多くが、封建ちがったか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しれない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウしカール１世は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）鋳造を形成して交易が増大すより銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝に邁進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
他方、ピピン３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「寄進した。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝たローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇ス朝イスラーム帝国の衰退テフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌス朝イスラーム帝国の衰退３世は、偽書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ「コンス朝イスラーム帝国の衰退タンティヌス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）寄進した。状」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す作
成して交易が増大すして交易が増大す発行する。し、西ヨーロッパ支配を形成して交易が増大す試みる。だが貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオみる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。したローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇庁の「歴はもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁うひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）偽書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ「イシドールス朝イスラーム帝国の衰退法の制定＝立法と法の執行令集」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す作成して交易が増大すして交易が増大す発行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはで
は、それら「偽書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はイエス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）教え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨（新約聖書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）記載）に反して交易が増大すローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇庁の「歴が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。することペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す正を施して判決を下す場面もあった）。当
化し、財貨＝貨幣の制度的するための中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし歴史家がいる。だが史実は異なる）たちは、「偽書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）にば混乱が生じる。結局、ウか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウり着目アミールし、金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）鋳造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す発行する。にあまり着目アミール
しない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ため、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇を形成して交易が増大す「統治権者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら「権威」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に置き換えてしまう場合がある。困ったことに、社き換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すしまう場合がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である困ったことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに、社
会とゾロアスター教会の裁学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力や統政治学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力、経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力にもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様な人が大す勢いた。いる）



　古代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が社会とゾロアスター教会の裁は物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が「富」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）で土地や統奴隷が「財」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である征服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は被征服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力を形成して交易が増大す自の銀貨を鋳造して発行し領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統や統占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー地で使役
したが、他者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力に「売る」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）場面が強固になる）は稀であった。しかし貨幣経済が誕生した中世社会で富と財が結合し、「富財」であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが誕生じる。結局、ウした中世社会とゾロアスター教会の裁で富とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す財が結合し、「富財」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが秤量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣化し、財貨＝貨幣の制度的した後、征服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちは被征服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力を形成して交易が増大す売るようになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である征
服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちは被征服する。すなわち、メソポタミア者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力＝奴隷を形成して交易が増大す銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９世紀初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨頭の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およで、奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁
戦争を繰り返したが、次のブ目アミール的の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ、奴隷を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁っとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁多く商慣習として、「輸出」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）した国の衰退はカロリング朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカール１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が
オーデル川を形成して交易が増大す越する新たな最高法規（すなわち「憲法」）を制定したわけでもない。公用え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨バルト教会とゾロアスター教会の裁海からバルハシ湖までの地域と沿岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しに進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲する場面が強固になる）はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったが、エルベ川を形成して交易が増大す超え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る場面が強固になる）があった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ、ユ
ト教会とゾロアスター教会の裁ランド半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をや統ス朝イスラーム帝国の衰退カンジナビア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をで暮すノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人たちはキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教に改宗していない。フランク軍は彼らして交易が増大すいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲は彼ら
を形成して交易が増大す捕縛する。アルプ・アルスラーンはロマノス４世を釈放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いして交易が増大す「輸出」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す口買い手はアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である巨大す都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもバグダード建て、設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも後、さらなる巨大す都
市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもサーマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるッラーの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）建て、設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも、イラン高原や統ホラーサーン地方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）灌漑等に着手して交易が増大すいたアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退
帝国の衰退は土木事業が固定化した国家を封建国家と呼ぶ。元朝が支配する前の韓国＝高麗、鎌倉時代ので使役する奴隷を形成して交易が増大す無際限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のに必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　アイダー川以北の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ユト教会とゾロアスター教会の裁ランド半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をで暮すノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人＝デーン人（デンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーク人）にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す、奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）輸出で
銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるを形成して交易が増大す稼ぐフランク王国の拡大は脅威である。他方、アッバース朝イスラーム帝国にとって奴隷の売ぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）拡大すは脅威である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）売
り手がフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退でなければ混乱が生じる。結局、ウならない理由はない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、奴隷が非を論争しても無駄である。シメオン１世キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーでなければ混乱が生じる。結局、ウならない理
由もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である異教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーがキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーを形成して交易が増大す捕縛する。アルプ・アルスラーンはロマノス４世を釈放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いして交易が増大す売ることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁できる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　８１０年、デンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ゴズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮が２００隻の軍船で北海沿岸のフリースラント（現在のドイツとオランダの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲船で北海からバルハシ湖までの地域と沿岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リース朝イスラーム帝国の衰退ラント教会とゾロアスター教会の裁（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すオランダ
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退境が遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン付近まで追）を形成して交易が増大す襲撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウしフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退に海からバルハシ湖までの地域と軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲はない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカール１世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人に反
撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドする場面が強固になる）はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　９世紀前半か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら１１世紀中頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーまで、中世ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヴァイキング時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世いたが、８１０年にデンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーク
王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ゴズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮がフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リース朝イスラーム帝国の衰退ラント教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す襲撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドし、９６０年にデンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ハーラル１世がキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教に改宗していない。フランク軍は彼らするまで
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）約１５グラム）の０年は「奴隷にするか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ奴隷にされるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ集団がターヒル朝を打倒してサッファール朝を樹立し、イリが乱が生じる。結局、ウ立していた。すなわちして交易が増大すいた当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アイルラン
ドや統イングランドがノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）餌食になるのは必然であった。ノルマン人たちは東フランク王国を襲撃しになるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は必然であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人たちは東フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す襲撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドし、
北海からバルハシ湖までの地域とを形成して交易が増大す迂回して交易が増大すアイルランドを形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後イングランドに侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大すウェセックス朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す除けば、法の制定権＝立法権を有する「立法者」として君く商慣習として、イングラ
ンドの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ほぼ全員が納税する帝国に全域とを形成して交易が増大す支配し、西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退（後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退）にもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人たちは西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退各地に拠点を形成して交易が増大すつく商慣習として、り、パリを形成して交易が増大す襲撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるさらに南下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複して交易が増大すサンス朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁襲撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
そして交易が増大す９１２年、ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ長ロロが西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退北西部とアフガニスタン西北部、およ（北フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退西部とアフガニスタン西北部、およ）にノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンディー公国の衰退を形成して交易が増大す
建て、国の衰退する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人たちが東西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退や統アイルランド、イングランド等を形成して交易が増大す荒らしていた頃、アヴァール人に代らして交易が増大すいた頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、アヴァール人に代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が
わりス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ人がボヘミア（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）チェコ）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すス朝イスラーム帝国の衰退ロバキア、カルパティア山脈を越えて以西の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）パンノニア地方に移住し、
モラヴィア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが東方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるジャは「銀の帝国」であるール人（ハンガリー人）が移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、して交易が増大すモラヴィア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアぼ全員が納税する帝国にす。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
そして交易が増大すロロがノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンディー公国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退した頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、西方に侵入」した亜周辺しはじめる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、東フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退はカロリング朝イスラーム帝国の衰退が断絶し、ザクセン公ハインリヒ１世が統治して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるハインリヒ１
世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）次のブ男カールマンの支持を得てキルデリク３オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位９３６～９７３年）が反乱が生じる。結局、ウを形成して交易が増大す平定に委ねた。して交易が増大す「皇帝」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に即位し、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後約１８０
年続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世いた中世イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す９５グラム）の５グラム）の年、レヒフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ェルト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦いでマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるジャは「銀の帝国」であるール人を形成して交易が増大す撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド退し、ロー
マが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるで戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（以後、歴代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝がイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を北部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す支配するようになるが、実は異なる）際に中世イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアした
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はオット教会とゾロアスター教会の裁ー１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡子である。また、アナトリアリウドルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし中世イタリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退征服する。すなわち、メソポタミア後、リウドルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨が死去の判例に従いなしたため、
オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世がイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を北部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるオット教会とゾロアスター教会の裁ー１世はパンノニア地方の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）征服する。すなわち、メソポタミアを形成して交易が増大す断念し、矛先を南東し、矛先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階を形成して交易が増大す南東
に向ける。７９６年、フランク軍はアヴァール人の居住地域を破壊しつくし、莫大な富財を略奪けた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるジャは「銀の帝国」であるール人はパンノニア地方に残り、ハンガリー王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退する）

　ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は、カール１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝即位を形成して交易が増大す認める。めなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったが、それか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら約１７０年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歳月が経過しが経過し
て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがを形成して交易が増大す阻止するがしたビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世は、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するが略して新都カイロを建設する。ムイッズはし
て交易が増大すシリアや統パレス朝イスラーム帝国の衰退チナ、エジプト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そを形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるヨハネス朝イスラーム帝国の衰退１世は、オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝即位
を形成して交易が増大す認める。めなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったが、オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡子である。また、アナトリアオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である皇帝即位を形成して交易が増大す保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し証する。９７２年、ビザンツ帝する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９７２年、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝
国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇女テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌがオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世に嫁いだ。いだ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）母アーデルハイトとの関係は芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得アーデルハイト教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になは芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得しく商慣習として、なか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったが、彼女か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら「ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）知」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝
たオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世は善政を形成して交易が増大す尽く商慣習として、す。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが９７３年にオット教会とゾロアスター教会の裁ー１世が死去の判例に従いなし、９８３年にオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世が死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそ
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後オット教会とゾロアスター教会の裁ー２世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すテオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すに生じる。結局、ウまれたオット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が即位するが、９９１年にテオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌが死去の判例に従いなし、１
００２年にオット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退は９８７年に王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁統がカロリング朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらカペー朝イスラーム帝国の衰退に
変遷して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である以後、東フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す「ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）、西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す「フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、（コラム帝国の衰退２０）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　１０２４年、ザクセン朝イスラーム帝国の衰退が断絶する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるザクセン朝イスラーム帝国の衰退断絶後、ザーリアー朝イスラーム帝国の衰退がドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）帝位を形成して交易が増大す継承する。小作農する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすでに
述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、西フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退＝フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退ではセナト教会とゾロアスター教会の裁ール貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオが世俗司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなになり、荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央を形成して交易が増大す経営および使役する「家産国して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼
らはフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）支配者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力層でもあった。すなわち、フランスではカトリック教会が統治機構の役割を担っていでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退ではカト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁が統治機構の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割を形成して交易が増大す担ったのはって交易が増大すい
た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　歴史家がいる。だが史実は異なる）たちは、「帝国の衰退教会とゾロアスター教会の裁政策であった。」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーんでいるが、初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がザーリアー朝イスラーム帝国の衰退ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝コンラート教会とゾロアスター教会の裁２世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位１０２
４～１０３９年）はカト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）統治機構化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す推進した。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、経緯は後述するが、「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀は割愛するが、コンラート教会とゾロアスター教会の裁２世はカロ
リング朝イスラーム帝国の衰退期に再生じる。結局、ウしたブ朝とイドリース朝がルグンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退＝アルル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す併合する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す各地の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）有力者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力に「伯位（公爵下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複位
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）官位＝伯爵）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す与えた。１０７７年、小アえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



（ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）支配下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で広大すなブ朝とイドリース朝がルグンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退がプロヴァンス朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すブ朝とイドリース朝がルゴーニュ、サヴォイア等に分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後プロヴァンス朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すブ朝とイドリース朝がルゴーニュはフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およになるが、サヴォイアはドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およであり
続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世けた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１４１６年、「サヴォイア公国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に昇格でもある。すなわち、将来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。し、１７２０年に開国の衰退した「サルデーニャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）母アーデルハイトとの関係は芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得体に
なる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみに、サルデーニャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）首都は現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）イタリア・ピエモンテ州トリノ市である。また現在のスイト教会とゾロアスター教会の裁リノ市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ス朝イスラーム帝国の衰退イ
ス朝イスラーム帝国の衰退連邦共和国の衰退はブ朝とイドリース朝がルグンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退＝アルル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルグンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退はメロヴィング朝イスラーム帝国の衰退期もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カロリ
ング朝イスラーム帝国の衰退期もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド国の衰退であったが、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退が分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。した場面が強固になる）で分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。する運命にあった、とにあった、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しれない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるブ朝とイドリース朝がルグンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史は興しなかった。味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）深いが、本書では言及しない）いが、本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキでは言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すしない）

　コンラート教会とゾロアスター教会の裁２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡男カールマンの支持を得てキルデリク３ハインリヒがドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ハインリヒ３世に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるハインリヒ３世はイタ
リア遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン征を形成して交易が増大す繰り返したが、次のブり返すして交易が増大す皇帝権を形成して交易が増大す強化し、財貨＝貨幣の制度的したが、３９歳で死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるハインリヒ３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡男カールマンの支持を得てキルデリク３が６歳でド
イツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝ハインリヒ４世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位１０５グラム）の６～１１０５グラム）の年）に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるカト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁が司教たちによる選挙＝コン
クラーヴェでローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇を形成して交易が増大す選出するようになるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はこの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらであるが、幼帝の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）即位が教皇権を形成して交易が増大す強化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だが、成して交易が増大す人したハインリヒ４世は皇帝権＝教皇叙任権の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）回復を形成して交易が増大す試みる。だが貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオみる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０８０年、「カノッサの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）屈辱」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に
耐えたハインリヒ４世は教皇グレゴリウス７世の廃位を宣言し、対立教皇クレメンス３世を擁立してローマえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨たハインリヒ４世は教皇グレゴリウス朝イスラーム帝国の衰退７世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）廃位を形成して交易が増大す宣言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年し、対立していた。すなわち教皇クレメンス朝イスラーム帝国の衰退３世を形成して交易が増大す擁立していた。すなわちして交易が増大すローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
に進した。軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるグレゴリウス朝イスラーム帝国の衰退７世は籠城して抵抗し、シチリア王国に援軍を要請した（シチリア王国についてして交易が増大す抵抗する軍事力を持っていし、シチリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退に援軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖した（シチリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退について交易が増大す
は後述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブする）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるハインリヒ４世下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲は撤退したが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後シチリア軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもを形成して交易が増大す略して新都カイロを建設する。ムイッズは奪した。皇統がイする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるグレゴ
リウス朝イスラーム帝国の衰退７世はローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもを形成して交易が増大す離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時れ、１０８５グラム）の年に死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ハインリヒ４世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝に即位した彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）末まで残る）。子である。また、アナトリアハインリヒ５グラム）の世がヴォルム帝国の衰退ス朝イスラーム帝国の衰退協約（１１２２年）を形成して交易が増大す結
びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍争を繰り返したが、次のブ＝叙任権闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍争を繰り返したが、次のブは一応じた額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）決着を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１１２５グラム）の年、ハインリヒ５グラム）の世が
死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後しば混乱が生じる。結局、ウらく商慣習として、して交易が増大すドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇統がザーリアー朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらホーエンシュタウフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ェン朝イスラーム帝国の衰退に変遷した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退が北アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リカや統エジプト教会とゾロアスター教会の裁、パレス朝イスラーム帝国の衰退チナ等を形成して交易が増大す喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）したの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は１０世紀中頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０世
紀後半の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退が奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す口買い手であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨にく商慣習として、い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら北アフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨リカや統エジ
プト教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す奪した。皇統がイ取したのはアッバース朝イスしたフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァーティマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である朝イスラーム帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁奴隷を形成して交易が増大す必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すしたか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁しれないが、おそらく商慣習として、軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲がマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるム帝国の衰退ルーク＝奴隷兵士に
して交易が増大す使う屈強な若い男性だけである。１０世紀後半、あるいは１１世紀初頭、奴隷の財産価値が低下してい男カールマンの支持を得てキルデリク３性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時だけである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１０世紀後半、あるいは１１世紀初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨頭、奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）財産価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁値になが低下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複して交易が増大す
中世ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「奴隷にするか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ奴隷にされるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが終わる（コラム２１）。わる（コラム帝国の衰退２１）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　１０２８年、イングランドを形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアしたノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁クヌーズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮１世がノルウェー王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すデンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、イングラ
ンド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す兼ね北海帝国を建国した。だがクヌーズ１世の死後、北海帝国は内紛で消滅する。その後サクソね北海からバルハシ湖までの地域と帝国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだがクヌーズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、北海からバルハシ湖までの地域と帝国の衰退は内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統紛で消滅する。その後サクソで消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後サクソ
ン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）エドワードがイングランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁に即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイングランドの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁統がノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン系の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）デーン朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらアングロ・
サクソン系の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ウェセックス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退に変遷したが、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カロリング朝イスラーム帝国の衰退が断絶して交易が増大すカペー朝イスラーム帝国の衰退が誕生じる。結局、ウ
して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大すカペー朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁アンリ１世か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンディー公の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地位を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝たウィリアム帝国の衰退１世がイング
ランドに上陸し、ヘイス朝イスラーム帝国の衰退ティングズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦いでイングランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ハロルド２世を形成して交易が増大す倒してサッファール朝を樹立し、イリす。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるウィリアム帝国の衰退１世はノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン朝イスラーム帝国の衰退
イングランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（正を施して判決を下す場面もあった）。確には、ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンディー公ウィリアム帝国の衰退１世がイングランドを形成して交易が増大すフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）支配地にした、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年わなけれ
ば混乱が生じる。結局、ウならない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、ウィリアム帝国の衰退１世が建て、国の衰退したイングランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退はフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）属国の衰退である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるウィリア
ム帝国の衰退１世は人生じる。結局、ウの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す半を形成して交易が増大すフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退で過ごし、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁に臣従いなした）

　他方、１０４７年にノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンディー公国の衰退を形成して交易が増大す出立していた。すなわちしたロベール・ギス朝イスラーム帝国の衰退カールがランゴバルド族や官僚たちが改革に反発する。イサキオが支配して交易が増大すいた
イタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南部とアフガニスタン西北部、およ、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退が支配して交易が増大すいたイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南端や異教を弾圧した。おそらく、ムタワッキルの代に難を逃れた「知恵とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーが支配して交易が増大すいたシチリ
ア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１０８１年、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝アレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世率いるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す破り、アルバニア＝
ダルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィア地方とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すコルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を（ケルキラ島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を）を形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ギス朝イスラーム帝国の衰退カールは、イタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す自の銀貨を鋳造して発行し身の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー地とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すし、シチリア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す弟がスラヴ文字＝グラゴル文の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ルッジェーロに与えた。１０７７年、小アえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨アルバニアや統
コルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す長男カールマンの支持を得てキルデリク３ボエモンに与えた。１０７７年、小アえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるギス朝イスラーム帝国の衰退カールの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、ルッジェーロがイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南部とアフガニスタン西北部、およとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すシチリア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す統
治し、彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）嫡子である。また、アナトリアが「シチリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す開国の衰退して交易が増大すシチリア王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ルッジェーロ２世に即位する（歴史家がいる。だが史実は異なる）たちは、１０６
６年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヘイス朝イスラーム帝国の衰退ティングズとその周辺に移動した。ムタワッキルの死後、歴代カリフがバグダードで暮の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦い、あるいはロベール・ギス朝イスラーム帝国の衰退カールがイタリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を南部とアフガニスタン西北部、およや統シチリア島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大す征服する。すなわち、メソポタミアし
た場面が強固になる）で中世ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヴァイキング時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが終わる（コラム２１）。わったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはして交易が増大すいる）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）協力を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大すアルバニアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すコルフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をを形成して交易が増大すボエモンか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そするが、この中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すき、
ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝アレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世はヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィアに関税特権等を形成して交易が増大す与えた。１０７７年、小アえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後アレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世はルー
ム帝国の衰退・セルジューク朝イスラーム帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら小アジア等の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そを形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖す。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるアレクシオス朝イスラーム帝国の衰退１世は、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇ウルバヌス朝イスラーム帝国の衰退２世に傭
兵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）提供を要請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖を形成して交易が増大す要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行請し、小アジアの奪還を目指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖するが、ウルバヌス朝イスラーム帝国の衰退２世はエルサレム帝国の衰退奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そを形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウけ、それが第１回十字軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン征の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はじ
まりになったことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはすでに述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



コラム帝国の衰退２０：　ランス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）魔術と商船団を保有するヴェネツィア等イタリア都市国家が発展する。ちなみに師

　歴史家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）佐藤彰一氏は、著書「西ヨーロッパ世界の形成（中公文庫）」で「広義の中世」に活躍した文人は、著書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキ「西ヨーロッパ世界では「将軍」を意味する）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）形成して交易が増大す（中公文庫も潤った。したがっ）」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）で「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）に活躍した文人した文人
を形成して交易が増大す三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。上げて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である佐藤氏は、著書「西ヨーロッパ世界の形成（中公文庫）」で「広義の中世」に活躍した文人が上げる三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）文人は、メロビング朝イスラーム帝国の衰退に仕え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨た詩人フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォルト教会とゾロアスター教会の裁ゥナト教会とゾロアスター教会の裁ゥス朝イスラーム帝国の衰退、カール
１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）師でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あったト教会とゾロアスター教会の裁ゥール司教アルクイン、「ランス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）魔術と商船団を保有するヴェネツィア等イタリア都市国家が発展する。ちなみに師」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーば混乱が生じる。結局、ウれたジェルベールである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　ジェルベールはフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）オーヴェルニュで生じる。結局、ウまれた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である牧人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）子である。また、アナトリアであったらしい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である幼少ない。歴史家の多くが、封建の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシーに修道院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のに
入」した亜周辺り、成して交易が増大す人して交易が増大す修道士になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大すカタルーニャは「銀の帝国」であるに遊学や自然学、ストア哲学や新プラトンする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）イベリア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨をは後ウマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるイヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）絶
頂期で、ジェルベールはイス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退世界では「将軍」を意味する）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が数とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幾何、天文学や自然学、ストア哲学や新プラトン、音響学や自然学、ストア哲学や新プラトンを形成して交易が増大す学や自然学、ストア哲学や新プラトンんだ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後オット教会とゾロアスター教会の裁ー２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
師になり、しば混乱が生じる。結局、ウらく商慣習として、して交易が増大すランス朝イスラーム帝国の衰退に移り聖堂学や自然学、ストア哲学や新プラトン校や修道院学校の教壇に立つ。そして数学や天文学を教えたや統修道院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法の学や自然学、ストア哲学や新プラトン校や修道院学校の教壇に立つ。そして数学や天文学を教えたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）教壇に立つ。そして数学や天文学を教えたに立していた。すなわちつ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す数学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統天文学や自然学、ストア哲学や新プラトンを形成して交易が増大す教え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨た。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）人々が大勢いた。にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す、イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退世界では「将軍」を意味する）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）高度な数学や自然学、ストア哲学や新プラトンや統天文学や自然学、ストア哲学や新プラトンは驚異であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　９８３年、オット教会とゾロアスター教会の裁ー２世が死去の判例に従いなし、オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が３歳で即位する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるオット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が成して交易が増大す人するまでの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大す、オッ
ト教会とゾロアスター教会の裁ー２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）妃テオファヌがドイツ帝国の執政を担うが、バイエルン公ハインリヒ２世のような大貴族が帝位テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌがドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執政を形成して交易が増大す担ったのはうが、バイエルン公ハインリヒ２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような大す貴族や官僚たちが改革に反発する。イサキオが帝位
を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイしようとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるこの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すき、ジェルベールは、テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌに仕え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る女官に、「私の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。において交易が増大す、テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌ
皇太后陛下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複にお伝わった。しかし、西ヨーロッパで統治者が立法権と行政権を有する「立法者」として君え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨く商慣習として、ださい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁は、陛下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）御子である。また、アナトリア息を支持し、ハインリヒを打倒することしか考を形成して交易が増大す支持したい。封建制し、ハインリヒを形成して交易が増大す打倒してサッファール朝を樹立し、イリすることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ考えられるが、アッバース
え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すおりません」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいう手紙を送っている。そして当時のランス大司教の協力を得てカペー朝を樹立するを形成して交易が増大す送っている。そして当時のランス大司教の協力を得てカペー朝を樹立するって交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ランス朝イスラーム帝国の衰退大す司教の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）協力を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大すカペー朝イスラーム帝国の衰退を形成して交易が増大す樹立していた。すなわちする
（テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が親政を形成して交易が増大すはじめる９９５グラム）の年まで、オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）祖母アーデルハイトとの関係は芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得アーデルハイト教会とゾロアスター教会の裁がドイ
ツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執政を形成して交易が増大す担ったのはう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみに、初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がカペー朝イスラーム帝国の衰退フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランス朝イスラーム帝国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ユーグ・カペーの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）母アーデルハイトとの関係は芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得親はオット教会とゾロアスター教会の裁ー１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）妹であであ
る）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は、皇帝バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世が圧してカリフの倒してサッファール朝を樹立し、イリ的な軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲事力を形成して交易が増大す展する。開して交易が増大す版図を形成して交易が増大す拡大すして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ
もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す結んでいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるジェルベールは、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退に対抗する軍事力を持っていするには、ドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていを形成して交易が増大す中心にして交易が増大す
西ヨーロッパ全域とを形成して交易が増大す帝国の衰退化し、財貨＝貨幣の制度的する必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行がある、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいたように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれは故オットー２世の意思であっオット教会とゾロアスター教会の裁ー２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）意思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていであっ
たし、テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）意思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌはギリシャは「銀の帝国」である人で、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）皇女であったが、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）縁者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁カ
ト教会とゾロアスター教会の裁リックに改宗していない。フランク軍は彼らして交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼女は当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世界では「将軍」を意味する）最強権力者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力＝バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世に立していた。すなわちち向ける。７９６年、フランク軍はアヴァール人の居住地域を破壊しつくし、莫大な富財を略奪か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウって交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみ
に、テオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌが西ヨーロッパに生じる。結局、ウ活文化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁たらしたとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年って交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁過言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるたとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ば混乱が生じる。結局、ウ、ナイフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ォー
クを形成して交易が増大す使う食になるのは必然であった。ノルマン人たちは東フランク王国を襲撃し事作法の制定＝立法と法の執行はテオフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ァヌが西ヨーロッパに持したい。封建制ち込んで官位を購入する人々が大勢いた。んだ）

　９９１年、ジェルベールはランス朝イスラーム帝国の衰退大す司教に就任する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す９９９年、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇に就任した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である就任後、ジェ
ルベール＝ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇シルウェス朝イスラーム帝国の衰退テル２世は新たな考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨を形成して交易が増大す抱く。ドイツ帝国とビザンツ帝国の合併であるく商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）合併である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
彼はオット教会とゾロアスター教会の裁ー３世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇女ゾエの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）結婚を工作する。だが、１００２年にオットー３世が死去し、翌１００を形成して交易が増大す工作する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、１００２年にオット教会とゾロアスター教会の裁ー３世が死去の判例に従いなし、翌１００
３年、ジェルベール＝ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇シルウェス朝イスラーム帝国の衰退テル２世もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　ジェルベール＝ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇シルウェス朝イスラーム帝国の衰退テル２世は、西ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である帝国の衰退を形成して交易が増大す再現し、さらにローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である帝国の衰退その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す
再現しようとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大すいた、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁いる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、彼はリアリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼は中世帝国の衰退か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら脱皮した新した新
しい帝国の衰退、すなわち「世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）建て、国の衰退を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいたように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう（他方、リアリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁であったことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが、当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）カ
ト教会とゾロアスター教会の裁リック聖職者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちに「悪魔とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す契約したランス朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）魔術と商船団を保有するヴェネツィア等イタリア都市国家が発展する。ちなみに師」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年わせることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すになる）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　や統がて交易が増大すテム帝国の衰退ジン＝チンギス朝イスラーム帝国の衰退・カンがモンゴル帝国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退するが、モンゴル帝国の衰退はジェルベールがイメージ
した世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退に近まで追い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）基準にしたは版図の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）広さではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）合
併は、公用する財貨である。他方、金貨と銀貨語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍がドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍あるいはラテン語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すギリシャは「銀の帝国」である語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ふたつになることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた法の制定＝立法と法の執行体系もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ふた
つになることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退は公用する財貨である。他方、金貨と銀貨語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）複数化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す容認める。し、法の制定＝立法と法の執行体系の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）複数化し、財貨＝貨幣の制度的もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁容認める。する
多言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍多制を発明した。度空間に順序構造を形成して交易が増大すである（か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウなり後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がになるが、ヨーロッパではオース朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁リア・ハンガリー帝国の衰退がその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
ような「世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）になる）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ジェルベール＝シルウェス朝イスラーム帝国の衰退テル２世ほどヨーロッパ各地を形成して交易が増大す移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、したローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教皇はいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼は移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）過
程で世界帝国の構想を得たように思うが、おそらくローマ教会＝カトリック教会とコンスタンティノープル教で世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）構想する）を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝たように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていうが、おそらく商慣習として、ローマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である教会とゾロアスター教会の裁＝カト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すコンス朝イスラーム帝国の衰退タンティノープル教
会とゾロアスター教会の裁＝ギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）統合もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す、新たな国の衰退教＝最高法の制定＝立法と法の執行規を形成して交易が増大す具現し、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で多言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍多
制を発明した。度空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）具現を形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖して交易が増大すいたように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　中世帝国の衰退は国の衰退教＝最高法の制定＝立法と法の執行規の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で慣習として、法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す束ねるが、高度化した中世帝国は皇帝が国法を制定し、ねるが、高度化し、財貨＝貨幣の制度的した中世帝国の衰退は皇帝が国の衰退法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。し、
慣習として、法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す卑俗法の制定＝立法と法の執行化し、財貨＝貨幣の制度的する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で諸王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁や統諸侯は法のが領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー地を形成して交易が増大す経営および使役する「家産国する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である世界では「将軍」を意味する）帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁高度中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような側面が強固になる）を形成して交易が増大す継承する。小作農するが、他方、公用する財貨である。他方、金貨と銀貨語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）複数化し、財貨＝貨幣の制度的や統法の制定＝立法と法の執行体系の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）複数化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す容認める。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



コラム帝国の衰退２１：　東ヨーロッパの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）二分化し、財貨＝貨幣の制度的

　ヴァイキング時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行な黒海からバルハシ湖までの地域と貿易が増大すは奴隷貿易が増大すで、クリミア半島に残存している。後ウマイヤ朝も独自の銀貨を湾岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しは奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）集積が不十分地であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
ン人たちはアイルランドや統イングランド、フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ランク王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退だけでなく商慣習として、、現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ロシアや統ウクライナ、ベラルーシ
に侵入」した亜周辺して交易が増大す在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ住の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ人を形成して交易が増大す捕縛する。アルプ・アルスラーンはロマノス４世を釈放したが、帰国したロマノス４世は帝位を失いし、ヴェネツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われていィア商人や統ジェノヴァ商人に売り渡したアッバースして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退したス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世は、ハザール人とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人＝ヴァリャは「銀の帝国」であるーグの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）血を継いでいを形成して交易が増大す継いでい
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）母アーデルハイトとの関係は芳しくなかったが、彼女から「ビザンツの知」を得オリガはキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教＝ギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教に改宗していない。フランク軍は彼らしたが、ス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」であるト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世は改宗していない。フランク軍は彼らして交易が増大すいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるス朝イスラーム帝国の衰退ヴャは「銀の帝国」である
ト教会とゾロアスター教会の裁ス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な男カールマンの支持を得てキルデリク３ウラジーミル 1世もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、即位後、ノルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるン人の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）伝わった。しかし、西ヨーロッパで統治者が立法権と行政権を有する「立法者」として君統的な北欧信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカ＝オーディン信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複
でキエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退を形成して交易が増大す統治する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だが９８８年、ウラジーミル１世はギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教に改宗していない。フランク軍は彼らし、バシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）妹であアンナとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す結婚を工作する。だが、１００２年にオットー３世が死去し、翌１００する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそれ
によりバシレイオス朝イスラーム帝国の衰退２世はウラジーミル１世か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら援軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大す内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統乱が生じる。結局、ウを形成して交易が増大す鎮圧してカリフのしたが、ウラジーミル１世が得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝たもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁大すきか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるウラジーミル 1世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）改宗していない。フランク軍は彼らは、すでにギリシャは「銀の帝国」である正を施して判決を下す場面もあった）。教に改宗していない。フランク軍は彼らして交易が増大すいたス朝イスラーム帝国の衰退ラヴ人たちとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）共存している。官僚機構や統
を形成して交易が増大す可能であるが、純金１０にし、他方、アンナとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）結婚を工作する。だが、１００２年にオットー３世が死去し、翌１００がビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）関係に重さが銀貨の価値になを形成して交易が増大す改善する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ウラジーミル１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）改宗していない。フランク軍は彼らとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す結婚を工作する。だが、１００２年にオットー３世が死去し、翌１００はヴァイキング時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが終わる（コラム２１）。わり奴隷貿易が増大すが衰退した結果でもある。ちなみでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁ある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるちなみ
に、ヨーロッパでキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退教化し、財貨＝貨幣の制度的がもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁っとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁遅れた王国はスウェーデンである。１００８年、スウェーデれた王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退はス朝イスラーム帝国の衰退ウェーデンである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である１００８年、ス朝イスラーム帝国の衰退ウェーデ
ン王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁オーロフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨がキリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教＝カト教会とゾロアスター教会の裁リックに改宗していない。フランク軍は彼らする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、バルト教会とゾロアスター教会の裁海からバルハシ湖までの地域と沿岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しが異教の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す残る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　ウラジーミル１世の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）死後、キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退はヤ朝同様、アッバース朝も金貨と銀貨を鋳造して発行する。ロス朝イスラーム帝国の衰退ラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世（在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位１０１９～１０５グラム）の４年）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに版図を形成して交易が増大すカルパ
ティア山脈を越えて以東か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらドン川以西に広げ、また現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）モス朝イスラーム帝国の衰退クワ以北およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーサンクト教会とゾロアスター教会の裁ペテルブ朝とイドリース朝がルク以北にまで
広げる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、キエフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨大す公国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）西方、およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マーバルト教会とゾロアスター教会の裁海からバルハシ湖までの地域と沿岸を占領したスヴャトスラフ１世下のキエフ・ルーシ軍＝キエフ大公軍がトラキア地方まで南下しにリト教会とゾロアスター教会の裁アニア大す公国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すポーランド公国の衰退が誕生じる。結局、ウす
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　オット教会とゾロアスター教会の裁ー１世がオーデル川以東に関心を形成して交易が増大す持したい。封建制ち、ザクセン伯ヴィヒマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるンの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）侵略して新都カイロを建設する。ムイッズはを形成して交易が増大す憂慮していた。アレクシオス１世は、年金を支払う代わしたポーランド公国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ長メシュコは、ボヘミア公国の衰退（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）チェコ共和国の衰退）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）公女ドゥブ朝とイドリース朝がラフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨カを形成して交易が増大す娶り、カトリックに改宗してポーり、カト教会とゾロアスター教会の裁リックに改宗していない。フランク軍は彼らして交易が増大すポー
ランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁に即位した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す次のブの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ボレス朝イスラーム帝国の衰退ワフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨１世がドイツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい皇帝オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す結びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、ポーランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す
強国の衰退にする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた、アールバード朝イスラーム帝国の衰退ハンガリー王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁イシュト教会とゾロアスター教会の裁ヴァーン１世もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す結びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー、ハンガ
リー王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す強国の衰退にする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし重さを基準にした要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行なことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは、オット教会とゾロアスター教会の裁ー３世がポーランド王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すハンガリー王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戴冠し、ブルガリア王国が「ブルガリア帝国」になる。を形成して交易が増大す認める。め、大す司教座を得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも置き換えてしまう場合がある。困ったことに、社もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁認める。め
たことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、ポーランドとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すハンガリーの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退教会とゾロアスター教会の裁がカト教会とゾロアスター教会の裁リック教会とゾロアスター教会の裁になったことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である国の衰退教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
ちがいが東ヨーロッパを形成して交易が増大すポーランドや統ハンガリー等とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すロシアや統ブ朝とイドリース朝がルガリア、セルビア等に二分した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である



４．４　唐朝イスラーム帝国の衰退末まで残る）。期とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、

　「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）出現期（４世紀後半～８世紀後半）は帝国の衰退＝中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で国の衰退教とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
が誕生じる。結局、ウし、進した。展する。した時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がであった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）政体が軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲政とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す民政に分離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時し、民政が中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそし
て交易が増大す皇帝が財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。し、国の衰退教会とゾロアスター教会の裁が徴税とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなを形成して交易が増大す担ったのはう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である国の衰退教会とゾロアスター教会の裁は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁営および使役する「家産国んだ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが土地や統
奴隷の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）売買を形成して交易が増大す促進した。して交易が増大す荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央が巨大す化し、財貨＝貨幣の制度的する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　だが、ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世帝国の衰退がユーラシア大す陸全域とを形成して交易が増大す覆う場面はなかったし、ひとつの信仰＝治教がユーラう場面が強固になる）はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったし、ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカ＝治教がユーラ
シア大す陸全域とを形成して交易が増大す覆う場面はなかったし、ひとつの信仰＝治教がユーラう場面が強固になる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁なか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およでは、８世紀後半にアッバース朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝
国の衰退が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。を形成して交易が増大す発明した。し、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す＝銀の帝国」であるが世界では「将軍」を意味する）通していたらしい。貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す中世帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ス朝イスラーム帝国の衰退キーム帝国の衰退が変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封し、
イス朝イスラーム帝国の衰退ラーム帝国の衰退帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権体制を発明した。が崩れる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退は中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権体制を発明した。を形成して交易が増大す護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。持したい。封建制したが、版図を形成して交易が増大す大すきく商慣習として、縮
小した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、ユーラシア大す陸東部とアフガニスタン西北部、およでは銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが流通していたらしい。し、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権体制を発明した。が崩れる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ（７５グラム）の５グラム）の～７６３年）後、長安を形成して交易が増大す中心とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すする関中の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およ、洛陽を中心とする中原の一部を除く唐のを形成して交易が増大す中心とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すする中原の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およを形成して交易が増大す除けば、法の制定権＝立法権を有する「立法者」として君く商慣習として、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
版図がすべて交易が増大す藩鎮になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）藩鎮数が５グラム）の０前後になり、兵員が納税する帝国にの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大す多数が傭兵になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す
歳出の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）約８割が軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲事費になる。になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ以前の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）藩鎮制を発明した。はビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲管区制を発明した。＝テマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である制を発明した。に似ている）。て交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ後、唐は軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲役
とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す徴税を形成して交易が増大す各藩鎮に委ねた。ねる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である各藩鎮は税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）３分の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）２を形成して交易が増大す傭兵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）報奨等で使い、残り３分の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）１を形成して交易が増大す長安に送っている。そして当時のランス大司教の協力を得てカペー朝を樹立するった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
だが、徴税額を納税すればよいが、人頭税は農作物の収穫量と無関係に一定の額を納は改竄できる。各藩鎮が真面目に税の３分の１を長安に送ったとは考えにくい。とりわけ河できる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である各藩鎮が真面が強固になる）目アミールに税の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）３分の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）１を形成して交易が増大す長安に送っている。そして当時のランス大司教の協力を得てカペー朝を樹立するったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨にく商慣習として、い。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すりわけ河
北の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な藩鎮は安禄山とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す史思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持ってい明した。を形成して交易が増大す「二聖」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーんで讃え、独自の税を徴税して傭兵の報奨に当てたりした。え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、独自の銀貨を鋳造して発行しの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）税を形成して交易が増大す徴税して交易が増大す傭兵の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）報奨に当て交易が増大すたりした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし朝イスラーム帝国の衰退廷は無力であった。は無力であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　７８０年、財政難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信に陥り、った唐は両税法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である両税は安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ以前に実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。した戸税を形成して交易が増大す改めた税であ
るが、自の銀貨を鋳造して発行し由農民だけでなく商慣習として、荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央で働く商慣習として、小作農や統奴隷＝奴卑もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁課税対象になり、しかも納税が物納から金納になり、しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁納税が物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０納か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である納
になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ため銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが不足し、唐は深刻なデフレに陥る。し、唐は深いが、本書では言及しない）刻なデフレに陥る。なデフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レに陥り、る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　唐は、７５グラム）の０年に塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デや統鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）専売制を発明した。を形成して交易が増大す実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。したが、安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ後、塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）値にな段になり、金貨が決済手段になる。＝塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デ税を形成して交易が増大す１０倍に引き上げた。デに引き離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時き上げた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるデ
フが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レ下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）値にな段になり、金貨が決済手段になる。が高騰し、塩の密売がはじまる。そして８７４年、黄巣の乱が勃発する。９０７年、黄巣のし、塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）密売がはじまる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す８７４年、黄巣の乱が勃発する。９０７年、黄巣のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウが勃発する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である９０７年、黄巣の乱が勃発する。９０７年、黄巣のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
部とアフガニスタン西北部、およ下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複であった朱全忠が帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイして交易が増大す後粱を開国した。唐は滅亡し、その後約半世紀、五代十国時代がを形成して交易が増大す開国の衰退した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐は滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジア亡したブルガリア帝国の地方長官し、その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後約半世紀、五代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が十国の衰退時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がが
続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、（コラム帝国の衰退２２）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（他方、デフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レ下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で農産物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）種類と無関係に重さが銀貨の価値になに変化し、財貨＝貨幣の制度的が生じる。結局、ウじた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である両税法の制定＝立法と法の執行実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。前は、華南や統華中の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行農産物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０は米で華で華
北の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行農産物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０は粟やモロコシである。しかし両税法実施後、華北の主要農産物が小麦になる。作付けや統モロコシである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし両税法の制定＝立法と法の執行実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。後、華北の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行農産物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０が小麦になる。作付けになる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である作付け
は粟やモロコシである。しかし両税法実施後、華北の主要農産物が小麦になる。作付けや統モロコシより悪く商慣習として、なるが、当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）小麦になる。作付けは商品作物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０である）

　すでに述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）アモリア朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁小作農や統奴隷か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら徴税したが、デフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レに陥り、る
場面が強固になる）はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である理由は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）質が均質化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す落する。その後ジャウハルはイフシード朝を攻略して新都カイロを建設する。ムイッズはとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）発行する。量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統を形成して交易が増大す増大すし、さらに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すや統銀の帝国」である貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す補う手段としてう手段になり、金貨が決済手段になる。とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す
銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁発行する。したか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウらである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるおそらく商慣習として、、アモリア朝イスラーム帝国の衰退期の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　唐もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁両税法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すに一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、絹とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デを形成して交易が増大す事実は異なる）上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）補う手段として助貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣にして交易が増大す貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す再構築する。ビザンツ帝国は初する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐
でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした可能であるが、純金１０性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時があるが、新たな財貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す発行する。して交易が増大す銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す数量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統補う手段として填する場面がない。唐でする場面が強固になる）がない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐で
は、塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）密売は偽札づくりと同じである。しかし塩による納税を認めていない（とはいえ、８世紀後半から９づく商慣習として、りとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同じである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし塩や鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デによる納税を形成して交易が増大す認める。めて交易が増大すいない（とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、８世紀後半か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら９
世紀後半の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）比較研究はやってみるだけの価値がある。筆者が知る限り、同時代のビはや統って交易が増大すみるだけの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁値にながある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力が知る限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のり、同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ビ
ザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す唐を形成して交易が増大す比較研究はやってみるだけの価値がある。筆者が知る限り、同時代のビした歴史家がいる。だが史実は異なる）や統社会とゾロアスター教会の裁学や自然学、ストア哲学や新プラトン者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力はいない）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）認める。識では、この大きな変化の中心的役割を担ったのはでは、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退で物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアしたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は９～１０世紀であるが、ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およ
全域とで物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアしたの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は１２世紀後半である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である同じ頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、日本の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような例外を形成して交易が増大す除けば、法の制定権＝立法権を有する「立法者」として君けば混乱が生じる。結局、ウ、ユーラシア大す
陸東部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウが勃発する約１０年前、モンゴル系鉄の専売制を実施したが、安史の乱後、塩の値段＝塩税を１０倍に引き上げた。デ勒部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ウイグルが東突厥の脅威から解放されたアヴァール人＝柔然は、約２００＝第二可汗国の衰退を形成して交易が増大す滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジア
ぼ全員が納税する帝国にしモンゴル高原を形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後ウイグルは唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す友好であったが、財貨発行の独占を喪失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）関係に重さが銀貨の価値になを形成して交易が増大す結ぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐はウイグルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）援軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲を形成して交易が増大す得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝て交易が増大す安史
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウを形成して交易が増大す鎮圧してカリフのした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ウイグル人はモンゴル系部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオであるが、一部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史家がいる。だが史実は異なる）がト教会とゾロアスター教会の裁ルコ系部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオであるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるむろ
ん現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ウイグル人にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す、過去の判例に従いなの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ウイグル人がモンゴル系であるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウト教会とゾロアスター教会の裁ルコ系であるか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウはどうでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁よい
ことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すである）

　安史の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）乱が生じる。結局、ウ後、ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す唐は戦火」がどのような兵器であったかは不明であるが、当時のビザンツ帝国が強を形成して交易が増大す交え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る場面が強固になる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁あったが、吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいう共通していたらしい。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）敵であったフランが存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である７９０
年か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら約３０年、ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）連合軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲が吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す戦火」がどのような兵器であったかは不明であるが、当時のビザンツ帝国が強を形成して交易が増大す交え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である約３０年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦乱が生じる。結局、ウで関中の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）地が荒らしていた頃、アヴァール人に代廃し、
他方、ウイグルがジュンガル盆地およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マータリム帝国の衰退盆地を形成して交易が増大す占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーして交易が増大すシルクロードを形成して交易が増大す支配する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である８２１年、唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０
は平和条約を形成して交易が増大す結びトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー和睦したが、ウイグルと吐蕃の戦闘が続く。８４０年、ようやくウイグルと吐蕃の和議がしたが、ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍が続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である８４０年、ようや統く商慣習として、ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）和議が
成して交易が増大す立していた。すなわちし、約５グラム）の０年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦争を繰り返したが、次のブが終わる（コラム２１）。結する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　長年の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）戦争を繰り返したが、次のブでウイグルもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁疲弊した。その後寒波がモンゴル高原を襲う。多数の家畜を失ったウイした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後寒波がモンゴル高原を形成して交易が増大す襲う。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である多数の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）家がいる。だが史実は異なる）畜は物品貨幣でを形成して交易が増大す失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）ったウイ
グル部とアフガニスタン西北部、およ族や官僚たちが改革に反発する。イサキオは現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）甘粛省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すジュンガル盆地、およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マータリム帝国の衰退盆地に移動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、し、甘州トリノ市である。また現在のスイウイグル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す西ウイグル



王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退＝天山ウイグル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す建て、国の衰退する（や統がて交易が増大す西夏が甘州ウイグル王国を滅ぼし、モンゴル帝国が西ウイが甘州トリノ市である。また現在のスイウイグル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアぼ全員が納税する帝国にし、モンゴル帝国の衰退が西ウイ
グル王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退を形成して交易が増大す併合する）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　他方、吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０では８４３年にラン・ダルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁が廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、ラン・ダルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁は暗殺された。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後
吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０は南北に分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す唐が現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）青海からバルハシ湖までの地域と省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す甘粛省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルを形成して交易が増大す奪した。皇統がイ還した名将ニケフォロス・フォカスがビザンツ皇帝ニケフォロス２世に即位する。そする（コラム帝国の衰退２３）。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　９世紀後半、戦争を繰り返したが、次のブとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す寒波でモンゴル高原もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁チベット教会とゾロアスター教会の裁高原もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁疲弊した。その後寒波がモンゴル高原を襲う。多数の家畜を失ったウイした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１０世紀前半、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同
期するように「ウイグル帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁「吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０帝国の衰退」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である南方もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０が平和条約を形成して交易が増大す結ん
だ後、南詔国の衰退が現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）四川省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルに侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがし、成して交易が増大す都を形成して交易が増大す一時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ占領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクーする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ミャは「銀の帝国」であるンマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるーや統タイ、ラオス朝イスラーム帝国の衰退、
カンボジアに侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがし、ベト教会とゾロアスター教会の裁ナム帝国の衰退を形成して交易が増大す支配して交易が増大す領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー土を形成して交易が増大す拡大すした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが９０２年にクーデターが勃発して交易が増大す滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアぶ場合もある）では、おそらく商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
後短命にあった、と王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁朝イスラーム帝国の衰退が続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世き、９３７年に段になり、金貨が決済手段になる。思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持ってい平が大す理国の衰退を形成して交易が増大す開国の衰退する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

コラム帝国の衰退２２：　三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な武一宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）法の制定＝立法と法の執行難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信

　歴史家がいる。だが史実は異なる）（とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すりわけ中国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史家がいる。だが史実は異なる））や統仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教関係に重さが銀貨の価値にな者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力たちは、北巍の太武帝と北周の武帝、唐の武宗と後周のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）太武帝とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す北周の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武帝、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武宗していない。フランク軍は彼らとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す後周の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
世宗していない。フランク軍は彼らが実は異なる）施して判決を下す場面もあった）。した廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す「三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な武一宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）法の制定＝立法と法の執行難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す呼び、アム川以東を「マーんでいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後はたんなる仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教弾圧してカリフのではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である背後
に国の衰退教とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）問題がある。がある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　北巍の太武帝と北周の武帝、唐の武宗と後周のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）太武帝が廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。したの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は長江以北（華北とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す華中）を形成して交易が増大す統一した後である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である中華思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持ってい想する）に固になる）執する
宰エブロインがフランク王テウデリク３世（在位６７９～６９１年）を支え統一を再現する。テウデリク３世相崔浩が唆したためであると言われているが、当時の北巍は貨幣経済が未発達であった。他方、南朝が唆したためであると言われているが、当時の北巍は貨幣経済が未発達であった。他方、南朝したためであるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年われて交易が増大すいるが、当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）北巍の太武帝と北周の武帝、唐の武宗と後周のは貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが未発達していない。すなわち、財貨の社会的蓄積が不十分であった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である他方、南朝イスラーム帝国の衰退
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。で貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが進した。展する。して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすでに述べたように、後ウマイヤ朝とイドリース朝は独自の銀貨を鋳造して発行した。おそらく、アグラブべたように、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）誕生じる。結局、ウとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す進した。展する。に国の衰退教とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁が不可欠
である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である崔浩が唆したためであると言われているが、当時の北巍は貨幣経済が未発達であった。他方、南朝はサーサーン朝イスラーム帝国の衰退ペルシャは「銀の帝国」であるの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）キルデールの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような役割を形成して交易が増大す担ったのはって交易が増大すいたように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である崔浩が唆したためであると言われているが、当時の北巍は貨幣経済が未発達であった。他方、南朝は儒教あ
るいは道教の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退教化し、財貨＝貨幣の制度的を形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖し、北朝イスラーム帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す南朝イスラーム帝国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）統一を形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　北周の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武帝は分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。した華北を形成して交易が増大す再統一した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である周礼であるが、この「寄進」からの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で政教一致を促進し、儒教を国教化して貨幣経済を形成して交易が増大す促進した。し、儒教を形成して交易が増大す国の衰退教化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大す貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）進した。展する。を形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖したように思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である北周の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武帝は５グラム）の７４年に廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが５グラム）の７８年に死去の判例に従いなする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後
帝位を形成して交易が増大す簒奪した。皇統がイした隋の文帝が仏教を国教化する。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）文帝が仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教を形成して交易が増大す国の衰退教化し、財貨＝貨幣の制度的する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武宗していない。フランク軍は彼らが廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。したの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが進した。展する。した後で、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中央アジアにも波及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現す集権体制を発明した。が崩壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲して交易が増大すデフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レが蔓延
した時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ期である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である武宗していない。フランク軍は彼らにとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す、廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後は金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地や改革に反発する。イサキオであり、財政改革に反発する。イサキオであった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である当時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のは荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央を形成して交易が増大す保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有し、
金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁営および使役する「家産国んでいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である武宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後目アミール的は寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のが隠匿する銅や銅貨を外部＝市場に流してデフレを解消し、する銅や統銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す外部とアフガニスタン西北部、およ＝市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも場に流して交易が増大すデフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨レを形成して交易が増大す解する。消し、
寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のが保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し有する荘園が巨大化した時代である。そして国教会が中央を形成して交易が増大す獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝して交易が増大す財政を形成して交易が増大す健全化し、財貨＝貨幣の制度的することペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すにあったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし武宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ位期間に順序構造を形成して交易が増大すはわずか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ６
年で、次のブの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）宣宗していない。フランク軍は彼らは仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教を形成して交易が増大す保したヨハネス１世は、ドイツ皇帝オットー１世と和約し、西方の安全を確保し護したことは有名である。彼自身、ユークリッド幾何学に精通していたらしい。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　後周の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）世宗していない。フランク軍は彼らは五代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が十国の衰退時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がを形成して交易が増大す終わる（コラム２１）。わらせ中国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）再統一を形成して交易が増大す目アミール指す。だが、ウルバヌス２世はクレルモン教会会議で聖して交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である世宗していない。フランク軍は彼らは廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。し、寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）銅
所有を形成して交易が増大す禁じて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である世宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後目アミール的は純粋に銅と銅貨の獲得であったと思う。世宗は獲得した銅貨で軍に銅とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝であったとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていう。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である世宗していない。フランク軍は彼らは獲得たマアムーンは内乱征圧に尽力したターヒルにイリ川以西およびホラーサーン地方での新王朝＝した銅貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すで軍がバグダードも破壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲
を形成して交易が増大す強化し、財貨＝貨幣の制度的した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である世宗していない。フランク軍は彼らは中国の衰退を形成して交易が増大す再統一する前に死去の判例に従いなするが、北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）太祖とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す太宗していない。フランク軍は彼らが彼の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）意思う。当時のヨーロッパ諸国やムスリム諸王朝はそれに対抗する軍事力を持っていを形成して交易が増大す継ぐ巨大都市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す北
宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。期に仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教が大すきく商慣習として、変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封し、儒教や統道教もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　歴史家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）多く商慣習として、が、「三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異な武一宗していない。フランク軍は彼らの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）法の制定＝立法と法の執行難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す上とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す同様に論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）知る限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のり、国の衰退教とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁、お
よびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）同時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）がいない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるまた寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のへの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）寄進した。が事実は異なる）上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）「銀の帝国」である行する。預金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）であった
可能であるが、純金１０性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁いない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）超越する新たな最高法規（すなわち「憲法」）を制定したわけでもない。公用性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時は国の衰退教に由来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）出現期
にユーラシア大す陸東西で金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やを形成して交易が増大す営および使役する「家産国んだの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は国の衰退教会とゾロアスター教会の裁（仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のや統キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教会とゾロアスター教会の裁）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のや統キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教会とゾロアスター教会の裁が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やを形成して交易が増大す営および使役する「家産国んでいたとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる歴史家がいる。だが史実は異なる）や統宗していない。フランク軍は彼ら教関係に重さが銀貨の価値にな者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は少ない。歴史家の多くが、封建ないが、稀であった。しかし貨幣経済が誕生した中世社会で富と財が結合し、「富財」にいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそし
て交易が増大す、彼らはその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ような国の衰退教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）有り様を形成して交易が増大す非を論争しても無駄である。シメオン１世難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、中世貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すにとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大す国の衰退教会とゾロアスター教会の裁は不可欠であり、
銀の帝国」である行する。が不在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およであった時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やを形成して交易が増大す営および使役する「家産国むの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は国の衰退教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である彼らが非を論争しても無駄である。シメオン１世難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信しなければ混乱が生じる。結局、ウならないの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は、
仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教寺院に「法の番人」の役割が残る。封建制下で亜周辺の国王や諸侯は法のや統キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教会とゾロアスター教会の裁が金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である融も営んだ。他方、貨幣経済が土地やを形成して交易が増大す営および使役する「家産国んだことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すではなく商慣習として、、仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教や統キリス朝イスラーム帝国の衰退ト教会とゾロアスター教会の裁教が国の衰退教化し、財貨＝貨幣の制度的したことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すである）



コラム帝国の衰退２３：　長慶会とゾロアスター教会の裁盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド

　唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）平和条約＝長慶会とゾロアスター教会の裁盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す記した石碑＝唐蕃という共通の敵が存在していた。７９０会とゾロアスター教会の裁盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ド碑が今もチベット自治区のラサ市に残っていもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁チベット教会とゾロアスター教会の裁自の銀貨を鋳造して発行し治区の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ラサ市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちもに残って交易が増大すい
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統容は国の衰退境が遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザンを形成して交易が増大す策であった。定に委ねた。した不可侵条約である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころが、現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中国の衰退政府は、長慶会とゾロアスター教会の裁盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドを形成して交易が増大す唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）合
併を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）するもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す解する。釈して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１９４８～１９５グラム）の１年に行する。ったチベット教会とゾロアスター教会の裁侵攻した。アッバース朝はヤアクーブの侵攻を阻止するがを形成して交易が増大す正を施して判決を下す場面もあった）。当化し、財貨＝貨幣の制度的して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
当然、チベット教会とゾロアスター教会の裁亡したブルガリア帝国の地方長官命にあった、と政府は反発して交易が増大すいるが、問題がある。はその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）先に日本を「近代」化した、と論じる場合がある。しかし西ヨーロッパの騎士階級は「貴族階にある。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　仮に長慶会盟が唐と吐蕃の合併を意味するもので、中国がチベット自治区（および青海省と甘粛省、四に長慶会とゾロアスター教会の裁盟を結び、ブルガリア帝国を挟撃した。ブルガリア帝国は崩壊するが、その後ドが唐とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）合併を形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）するもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）で、中国の衰退がチベット教会とゾロアスター教会の裁自の銀貨を鋳造して発行し治区（およびトルクメニスタン南部とパキスタン北部。アム川以西を「ホラーサーン」地方と呼び、アム川以東を「マー青海からバルハシ湖までの地域と省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す甘粛省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグル、四
川省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す雲南省とジュンガル盆地、およびタリム盆地に移動し、甘州ウイグル王国と西ウイグルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一部とアフガニスタン西北部、およ）を形成して交易が増大す支配する根拠であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すすれば混乱が生じる。結局、ウ、新疆ウイグル自治区や内モンゴル自治区を支配ウイグル自の銀貨を鋳造して発行し治区や統内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統モンゴル自の銀貨を鋳造して発行し治区を形成して交易が増大す支配
する上でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様な根拠が必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし、中国の衰退は別の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）理由で新疆ウイグル自治区や内モンゴル自治区を支配ウイグル自の銀貨を鋳造して発行し治区や統内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統モンゴル自の銀貨を鋳造して発行し治
区を形成して交易が増大す支配して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、中国の衰退政府はダブ朝とイドリース朝がルス朝イスラーム帝国の衰退タンダードの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複でチベット教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）高度な自の銀貨を鋳造して発行し治要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行求めることができる（「広義の近代」の突破期にイングランドで同様な場面が生を形成して交易が増大す却していた。それでも江戸時下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複し、
ウイグルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）独立していた。すなわち運動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、等を形成して交易が増大す弾圧してカリフのして交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ダブ朝とイドリース朝がルス朝イスラーム帝国の衰退タンダードは国の衰退際社会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）慣例に反するが、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨歴史とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー土は無縁である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である歴史的固になる）有の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー
土、などとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいう「領する（ヤアクーブは出自が不明で、イスラーム教徒であったか否かも不明である）。ヤアクー土」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は存している。官僚機構や統在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およしない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す国の衰退家がいる。だが史実は異なる）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）主権は他の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退々が大勢いた。が承する。小作農認める。するか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ否かも不明である）。ヤアクーか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウによる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す
弱であった。西突厥の脅威から解放されたアヴァール人＝柔然は、約２００小国の衰退の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）独立していた。すなわち性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時を形成して交易が増大す支え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは国の衰退連の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）大すきな仕事の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつであるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし過去の判例に従いなもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、国の衰退連が
その中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）役割を形成して交易が増大す十分はたして交易が増大すいるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（一部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）評論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）家がいる。だが史実は異なる）等が、権力闘を回避していたが、１０７１年にビザンツ皇帝ロマノス４世率いるビザンツ軍争を繰り返したが、次のブや統過剰投資、地域と格でもある。すなわち、将来の年金受給を見込んで官位を購入する人々が大勢いた。差は大きいが、ヨーロッパの封建制は概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。や統貧富差は大きいが、ヨーロッパの封建制は概ね１６世紀後半～１７世紀前半頃まで続いた。の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）拡大す、環境が遠ざかれば、軍管区の意義が消失し、他方、多数の文官が必要になる。ビザン汚染等を形成して交易が増大す根拠にして交易が増大す中国の衰退
＝中華人民共和国の衰退が分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。する可能であるが、純金１０性がある。日本では、鎌倉時代と室町時代が封建制の時を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じて交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが、今もチベット自治区のラサ市に残ってい後１０～２０年内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統に中国の衰退が分裂したのは、国王が国家を私物化していたためである、と論じる歴史家や社会学者が大勢いる。する場面が強固になる）は
おそらく商慣習として、ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大す、チベット教会とゾロアスター教会の裁や統ウイグルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）人々が大勢いた。が固になる）有の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）歴史や統民族や官僚たちが改革に反発する。イサキオの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ちがいを形成して交易が増大す根拠にして交易が増大す運動した。サーマッラー建設と遷都を行ったアッバース朝イスラーム帝国は財政難に陥り、を形成して交易が増大す
続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世ける限して荘園主の土地買収を抑止し、自由農民を保護した。しかし自由農民に農税と人頭税のり、不幸が続く。チベットやウイグルの人々は、他民族国家中国全体の刷新を考えるべきだ。もっが続く。したがって、「広義の中世」の突破期は１２世く商慣習として、。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるチベット教会とゾロアスター教会の裁や統ウイグルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）人々が大勢いた。は、他民族や官僚たちが改革に反発する。イサキオ国の衰退家がいる。だが史実は異なる）中国の衰退全体の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）刷新を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るべきだ。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁っ
とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行求めることができる（「広義の近代」の突破期にイングランドで同様な場面が生すべきことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは、おそらく商慣習として、信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）自の銀貨を鋳造して発行し由である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるむろん信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカを形成して交易が増大す持したい。封建制つ人々が大勢いた。が「信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）自の銀貨を鋳造して発行し由」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍るの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は容
易が増大すでない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカを形成して交易が増大す持したい。封建制たない人間に順序構造を形成して交易が増大す＝無神論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ほうが「信仰に疎い筆者にギリシャ正教会やカの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）自の銀貨を鋳造して発行し由」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍りや統すい。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨チベット教会とゾロアスター教会の裁や統ウイ
グルの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）人々が大勢いた。にはその中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）困難である。そこで、金貨と銀貨の交換レートが１：６．５になる。妥当で十分信さを形成して交易が増大す克服する。すなわち、メソポタミアして交易が増大すほしいとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す願う）う）

　とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すころで、唐の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）武宗していない。フランク軍は彼らは廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。したが、同じ頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー、吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ラン・ダルマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後を形成して交易が増大す断行する。して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるこれを形成して交易が増大す偶
然の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）一致を促進し、儒教を国教化して貨幣経済とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す見や種類と無関係に重さが銀貨の価値になることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはできない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後はどちらもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁失したアッバース朝は衰退する（コラム１６）敗するが、唐にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０にとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すって交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後教は「お荷物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
になって交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である唐でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０でもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが進した。展する。し、社会とゾロアスター教会の裁は新たな統治機構を形成して交易が増大す必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大すいた。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし廃仏を断行する。だが、ラン・ダルマ王は暗殺された。その後
を形成して交易が増大す断行する。した後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）唐もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁吐蕃という共通の敵が存在していた。７９０もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁新たな統治機構を形成して交易が増大す発明した。できなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）状況と当時の世界状況がよく似ている。すなわち、どちらも巨大軍事国家が一極支配体制の世界を構築し、もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同じである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁東部とアフガニスタン西北部、およでもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、中世帝国の衰退は新たな統治機
構を形成して交易が増大す発明した。できなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるだが商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが生じる。結局、ウ成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すに位相構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す形成して交易が増大すする。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそこか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら「広
義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）がはじまるが、ユーラシア大す陸西部とアフガニスタン西北部、およで最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すが変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封した国の衰退家がいる。だが史実は異なる）はコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい
帝国の衰退である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるユーラシア大す陸東部とアフガニスタン西北部、およで最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨に経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す空間に順序構造を形成して交易が増大すが変貌する。中世帝国の封建制は１２世紀後半～１３世紀前半頃に消滅するが、亜周辺で封した国の衰退家がいる。だが史実は異なる）は南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるコム帝国の衰退ネノス朝イスラーム帝国の衰退朝イスラーム帝国の衰退ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい
帝国の衰退もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁南宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁皇帝自の銀貨を鋳造して発行し身が最高法の制定＝立法と法の執行規（すなわち絶対君主）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す君臨する場面がない。亜周辺で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなする場面が強固になる）はなか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウったが、「立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すし
て交易が増大す君臨する場面がない。亜周辺で裁判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いなし、「国の衰退法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。して交易が増大す執行する。した。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、ビザンツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退はマが「金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるケドニア朝イスラーム帝国の衰退期に、中国の衰退は北宋や南宋、西ヨーロッパ諸国で生じている。コムネノス朝ビザンツ帝国は南宋に似ている）。期に「国の衰退法の制定＝立法と法の執行」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で商品
経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すが生じる。結局、ウ成して交易が増大すして交易が増大す発達していない。すなわち、財貨の社会的蓄積が不十分したとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨るが、平たく商慣習として、言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年え鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ば混乱が生じる。結局、ウ法の制定＝立法と法の執行は「命にあった、と令」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である問題がある。は誰が「命令」を発信するが「命にあった、と令」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す発信する
か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウである。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である国の衰退教＝最高法の制定＝立法と法の執行規が慣習として、法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す束ねるが、高度化した中世帝国は皇帝が国法を制定し、ねて交易が増大すいた時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）命にあった、と令発信者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力は国の衰退教会とゾロアスター教会の裁である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるしたがって交易が増大すビザン
ツ帝国とサーサーン朝ペルシャの間で金貨と銀貨の交換が行われてい帝国の衰退とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す隋の文帝が仏教を国教化する。唐帝国の衰退、いく商慣習として、つか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）例外を形成して交易が増大す除けば、法の制定権＝立法権を有する「立法者」として君けば混乱が生じる。結局、ウ、ヨーロッパや統アジアの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）国の衰退王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁（すなわち「亜周辺および亜周辺での銀貨発行を可能にし、」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁）は法の制定＝立法と法の執行
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）執行する。権＝行する。政権を形成して交易が増大す有して交易が増大すいたにすぎない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）出現期に彼らもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁国の衰退法の制定＝立法と法の執行を形成して交易が増大す制を発明した。定に委ねた。するようになる
が、重さを基準にした要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行なことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すは、国の衰退法の制定＝立法と法の執行の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）制を発明した。定に委ねた。は立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行権が司法の制定＝立法と法の執行権を形成して交易が増大す支配する時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）はじまりを形成して交易が増大す意味した。スルターン後のイスラーム世界では「将軍」を意味する）する、とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すいうことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すであ
る。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である国の衰退法の制定＝立法と法の執行制を発明した。定に委ねた。後、中世的政体＝司法の制定＝立法と法の執行府中心型に統合しても財貨を金貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ政治体制を発明した。が衰退し、近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が的政体＝立していた。すなわち法の制定＝立法と法の執行府中心型に統合しても財貨を金貨か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウ政治体制を発明した。
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝ががはじまる）



４．５グラム）の　「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）

　公文氏は、著書「西ヨーロッパ世界の形成（中公文庫）」で「広義の中世」に活躍した文人は三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異なつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）パース朝イスラーム帝国の衰退ペクティヴを形成して交易が増大す提唱したが、「広義の近代」は「狭義の近代」を内包している。「広義したが、「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）は「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統包している。「広義して交易が増大すいる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁同様に考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨ることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すができる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　８世紀後半～１１世紀後半（７７０～１０７０年頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。が進した。展する。し、１１世紀後半～１３世紀
後半（９７０～１２７０年頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すに物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す１２世紀後半か銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）が重さを基準にした畳し、し、
他方、１２世紀後半～１５グラム）の世紀後半（１１７０～１４７０年頃である。その後アッバース朝イスラーム帝国はハールーン・ラシー）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）間に順序構造を形成して交易が増大すに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。が崩壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲する。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。が進した。展する。した時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す物が混ざる。純銀１００パーセント銀貨の鋳造は可能であるが、純金１０品貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣が消滅びイフシード朝が誕生する。他方、北アフリカのチュニジアした時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が、さらに金の帝国」になる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である銀の帝国」である複本位制を発明した。が崩壊して「知恵の館」も破壊し、古代ギリシャの哲する時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がを形成して交易が増大す組みみ
合わせて交易が増大す「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じることペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すができる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複図（図８）は「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）抽象になり、しかも納税が物納から金納である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

　しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウし本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキでは「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるすなわち、上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異なつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が区分に言えるかもしれない。とはいえ、変動相場制だけが「管理通貨制」ではない。筆者は、２０２０年及し、他方、銀貨の秤量貨幣化を具現すし
ない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である理由は構成して交易が増大す上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）都合である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である
　本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキでは、公文氏は、著書「西ヨーロッパ世界の形成（中公文庫）」で「広義の中世」に活躍した文人が提唱したが、「広義の近代」は「狭義の近代」を内包している。「広義した「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁「広義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）下で、アッバース朝イスラーム帝国は金銀複で論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じる。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である中世について交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝がについ
て交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁、本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキは読むに値しない、と筆者は考える）者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力に十分満足し、唐は深刻なデフレに陥る。して交易が増大すいただける内に多量の金貨と銀貨が併存している。官僚機構や統容を形成して交易が増大す含む。以後、イリ川かんでいるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す自の銀貨を鋳造して発行し負しているが、構成上の都合で「狭義して交易が増大すいるが、構成して交易が増大す上の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）都合で「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す「狭義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）近まで追代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じないことペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）是非を論争しても無駄である。シメオン１世は読むに値しない、と筆者は考える）者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力に判を担った国教会の司教や司祭たちは、慣習法や過去の判例に従いな断して交易が増大すいただく商慣習として、しか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である

（現代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が社会とゾロアスター教会の裁は資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）社会とゾロアスター教会の裁である。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるそして交易が増大す資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）を形成して交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じ資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）後の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）社会とゾロアスター教会の裁を形成して交易が増大す予想する）することペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すもサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁本書を訳したことは有名である。彼らの弟子たちがブルガリアに移り、ギリシャ文字に近いキの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）目アミール
的の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつであるが、考えられるが、アッバース察すると、ディオクレティアヌスが新銀を形成して交易が増大す進した。める上で市サーマッラーを建設して遷都する。「知恵の館」の学者たちも場経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す商品経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す、貨とペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す定に委ねた。義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）し、それら三つの「本位制」が誕生した時期に大きなズレがあり、時代背景が大きく異なつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）数学や自然学、ストア哲学や新プラトン的
構造を形成して交易が増大すを形成して交易が増大す非を論争しても無駄である。シメオン１世数学や自然学、ストア哲学や新プラトン的構造を形成して交易が増大す＝資本主義の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すか銀貨に一元すれば混乱が生じる。結局、ウら切り離す必要があった。筆者のレベル４パースペクティヴはそり離す。コムネノス朝期のビザンツ帝国で荘園が労働力を失い衰退する（同じことが同時す必要になる。他方、皇帝が法の制定＝立法と法の執行があった。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」である筆者が財貨を最初に使用する。この「財貨を最初に使用する」権利は絶大で、支配者の力の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）レベル４パース朝イスラーム帝国の衰退ペクティヴはそ
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ための中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）で、歴史を形成して交易が増大すより多く商慣習として、語」に言及するつもりはない。荘園の巨大化および官僚機構の肥大化と軍るための中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）もサーサーン朝ペルシャ王も金貨と銀貨の比価をキリスト教会とゾロアスター教会の裁の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）ではない。サーサーン朝ペルシャは「銀の帝国」であるとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すはいえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨、「産業が固定化した国家を封建国家と呼ぶ。元朝が支配する前の韓国＝高麗、鎌倉時代の化し、財貨＝貨幣の制度的の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）時のメソポタミアやイラン高原、ホラーサーン地方（現在のイラン東北部とアフガニスタン西北部、およ代に全盛期を迎える。他方、北アフリカとモロッコでアグラブ朝とイドリース朝が」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）、すなわち公文氏は、著書「西ヨーロッパ世界の形成（中公文庫）」で「広義の中世」に活躍した文人
の中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）レベル１パース朝イスラーム帝国の衰退ペクティヴは、ひとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すつの中世」の突破期前半（８世紀後半～１０世紀後半）まとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すまりとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大すして交易が増大す論じる歴史家がいる。だが史実は異なる）じたいとペルシャ銀貨の交換がはじまり、貨幣経済が経済空間に順序構造を形成して交易が増大す考えられるが、アッバースえ鋳造した金貨も銀貨もカリフが発行してカリフが最初に使用する財貨である。他方、金貨と銀貨て交易が増大すいる）


